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詈 48回肱川町成人式

羽ばたけ
はたち

20歳の風

新成人33人が出席し、大人の仲間入りをしました。式典の後、記念講演

があり青年団が、お祝いのゲームをして会場を盛り上げました。

(12ページに関連記事記載）

令月号の主な内容 町民のうごき
＝町報＝

〶風おこし運動パート II (1)・・・・・・ 2
自然を生かした美しいまちづくり

慢年金だより...........................3 

唖長寿番付表・・・・・・・・・・・・...............4 

唖平成 7 年国勢調査速報値••••••••• 5 

唖風の映画会会員募集・ ・ ・・・ ・ ・ ・ • •••••• 5 

衝社協だより・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・i

慢お知らせ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・18

＝農林だより＝

慢住専問題に関して・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 8 

優木材・椎茸市況・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10

優ソウル・慶洲 4 日間の旅募集 •••10

慢今月の農作業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・11

＝公民館報＝

慢第48回肱） 11 町成人式・ ・ ・・・・・・・・・・・・ •12

層健康マラソ‘ノ・駅伝大会・・・・・・・・・14

~ASUKA青年団だより・・・ ・・ ・・・・ 17

人口 3,343人 (-2)

男 1,6 1 7人 (-3)

女 1,7 2 6人(+1) 

世帯数 1, 0 1 2幕（土0)

（平成8年 1月31日現在）



c。毯。座）I 自然を大切にして 美しいまちをつくります （町民憲章） 饂⑮薔 (2) 

「
風
お
こ
し
運
動
パ
ー
ト
II
」は
、

肱
川
町
町
民
憲
章
の
理
念
に
立
っ
て

五
つ
の
運
動
項
目
か
ら
成
り
立
っ
て

お
り
ま
す
。
第
一
回
目
は
、
「
自
然

を
生
か
し
た
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
」

に
つ
い
て
い
ま
考
え
ら
れ
る
こ
と
を

掲
げ
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
の
ご
参
加

を
期
待
し
ま
す
。
「
一
人
一
風
運
動
」

も
推
進
中
で
す
。

一
空
き
カ
ン
、
ゴ
ミ
の
投
げ
捨
て

は
絶
対
に
止
め
ま
し
ょ
う
。

車
で
道
路
を
走
る
と
、
至
る
と
こ

ろ
に
「
空
き
カ
ソ
」
や
「
ゴ
ミ
」
の
投
げ

捨
て
が
目
に
つ
き
ま
す
。
又
、
道
路

脇
に
は
「
廃
車
」
等
の
放
置
も
見
受
け

ら
れ
ま
す
。
町
で
は
「
風
お
こ
し
運

動
パ
ー
ト

II
」
の
中
で
「
町
を
き
れ
い

に
す
る
運
動
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

そ
の
肉
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

肱
川
町
で
は
、
風
お
こ
し
運
動
を

進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
運
動
の
一
っ

と
し
て
「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」
を
展
開

し
て
い
ま
す
。
花
を
見
て
「
汚
い
な

ー
」
と
思
う
人
は
い
な
い
は
ず
で
す
。

最
近
は
、
国
道
も
整
備
が
進
ん
で
お

り
、
肱
川
町
を
訪
れ
る
人
も
通
過
す

る
人
も
、
花
が
い
っ
ぱ
い
あ

れ
ば
ど
ん
な
気
持
ち
が
す
る

で
し
ょ
う
。
ま
た
、
地
域
内

の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
花
が
あ

れ
ば
気
持
ち
が
安
ら
ぎ
ま
せ

ん
か
。
ま
た
、
花
の
世
話
を

み
ん
な
で
一
緒
に
す
る
こ
と

で
、
地
域
の
人
た
ち
ゃ
世
代

間
で
の
交
流
も
で
き
ま
す
。

花
を
育
て
観
る
こ
と
で
豊
か

＿
身
近
な
場
所
に
捨
て
ら
れ
て
い

る
空
き
カ
ン
等
は
拾
い
ま
し
ょ
う
。

＿
道
路
脇
に
廃
棄
物
等
を
放
置
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

＿
自
分
で
出
し
た
ゴ
ミ
は
、
自
分

で
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

＿
公
共
施
設
等
は
、
定
期
的
に
清

掃
し
ま
し
ょ
う
。

町
民
の
皆
さ
ん
も
、
一
人
ひ
と
り

が
こ
の
運
動
に
積
極
的
に
参
加
し
て
、

自
然
を
生
か
し
た
美
し
い
ま
ち
づ
く

り
に
取
組
み
ま
し
ょ
う
。
鹿
、
そ
の

第
一
段
階
と
し
て
、
次
の
日
程
で
国

道
の
空
き
カ
ソ
拾
い
を
行
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
、
私
た
ち
の
周
り
に
は

自
然
が
い
っ
ぱ
い
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
道
路
建
設
、
河
川
改
修
、

放
置
さ
れ
た
山
林
、
農
地
の
荒
廃
な

ど
自
然
が
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

「自
然
保
護
運
動
推
進
会
」
で
は
、
次

の
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

＿
文
化
財
保
譲
審
議
会
と
の
交
流

ー
自
然
保
護
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
・

研
修
に
参
加
、
自
主
研
修

＿
道
路
建
設
時
に
は
、
小
鳥
の
好

む
木
の
植
栽

肱
川
の
自
然
を
考
え
て
み
よ
う
と

思
わ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
「
自
然
保
護

運
動
推
進
会
」
へ
入
っ
て
一
緒
に
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

鹿野川湖に飛来しているカモ

連
絡
先
自
然
保
護
運
動
推
進
担
当

都
谷
ま
で

6
三
四
ー
ニ
六

0
0

開花間近のパンジ一

鼻

自
然
保
護運
動

日 時

集合場所

実施区間

持参品

連 絡先

tヽ
 
運
動

な
心
を
育
て
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、

楽
し
み
な
が
ら
で
ぎ
る
町
づ
く
り
を

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
地
域
で
何
人

か
の
グ
ル
ー
プ
を
作
っ
て
、
空
ぎ
地

や
道
沿
い
や
、
集
会
所
等
の
公
共
施

設
の
近
く
を
花
で
飾
り
ま
せ
ん
か
。

公
共
施
設
な
ど
に
花
木
を
植
え
ら
れ

る
方
は
助
成
も
あ
り
ま
す
。

連
絡
先
花
い
っ
ぱ
い
運
動
推
進

担
当
和
気
ま
で

6

三
四
ー
ニ
＝

10
七

空きカン拾いに参加しませんか
2月25日（日）

午前 9時～10時まで

高砂公衆電話前

国道197号（鳥首～新大谷橋間）

軍手、火ばさみ

町をきれいにする運動推進

担当源田まで

公 34-2311

ま
た
、

L
.
M
．
バ
ー
ド
ひ
じ
か
わ

（
野
鳥
の
好
き
な
人
の
集
ま
り
）
も
発

足
し
、
探
鳥
会
、
巣
箱
作
り
、
植
樹

な
ど
の
事
業
計
画
を
あ
げ
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
こ
の
会
へ
加
入
さ
れ
ま

せ
ん
か
。

道路敷地に放置された廃車



(3) ⑲。毯。領）

[
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
の
方
は
]

思いやりの心を育て

入院時食事療養費の自己負担 (1日あたり）
平成6年10月 1日～平成8年 9月30日

一般加入者 600円

住民税
過人12去か院月巳敷の

90日まで
450円

の入院
非課税 --------------------------------

世帯等 (以H降6の.10も.の1） 
90日を超
300円える入院

住民税非課税世帯等で
200円老齢福祉年金を受けている人

人にやさしいまちをつくります （町民憲章） 鰯瞬

国
民
年
金
は
二
十
歳
以

上
六
十
歳
未
満
の
方
全
員

が
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
年
金
を
受

け
る
た
め
に
必
要
な
年
数

が
不
足
し
て
い
る
方
や
納
め
忘
れ
の

期
間
や
免
除
期
間
が
あ
る
た
め
年
金

額
が
低
額
に
な
る
方
を
救
済
す
る
た

め
の
措
置
と
し
て
六
十
歳
か
ら
六
十

五
歳
の
間
、
国
民
年
金
に
加
入
で
ぎ

ま
す
。
こ
れ
を
「
任
意
加
入
」
と
言
い

ま
す
。ま
も
な
く
六
十
歳
に
な
ら
れ
る
方

は
、
過
去
の
国
民
年
金
、
厚
生
年
金

保
険
、
共
済
組
合
な
ど
の
加
入
期
間

や
保
険
料
の
納
め
た
期
間
の
再
確
認

さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
満

・・ ..... 
• 9 9 -

本
人
の
希
望
に
よ
っ
て

加
入
で
き
ま
す

額
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
の
に

必
要
な
期
間
が
不
足
し
て
い
る
方
や

年
金
を
受
け
る
の
に
必
要
な
期
間
が

不
足
し
て
い
る
方
は
、
こ
の
「
任
意

加
入
」
制
度
を
利
用
し
て
、
有
利
な

年
金
を
受
け
と
り
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
昭
和
三
十
年
四
月
一
日
以

前
に
生
ま
れ
た
人
で
、
老
齢
基
礎
年

金
の
受
給
資
格
期
間
を
満
た
し
て
い

な
い
人
は
、
六
十
五
歳
以
上
七
十
歳

未
満
の
期
間
に
つ
い
て
も
任
意
加
入

で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

任
意
加
入
は
役
場
の
国
民
年
金
担

当
窓
口
に
加
入
の
申
し
出
を
し
た
時

点
か
ら
被
保
険
者
に
な
り
ま
す
の
で
、

手
続
き
が
遅
れ
る
と
加
入
期
間
が
短

く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

老
人
医
療
受
給
者
の
方
へ

入
院
時
の
食
事
代

次
の
よ
う
に
定
額
を
負
担
し
ま
す
。

●
負
担
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

•

「
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
が
必

要
で
す
の
で
、
役
場
の
老
人
医
療

担
当
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

（犬は、放さない）
0飼い犬の放し飼いは、

咬傷事故の原因にもなり

危険です。．．． 
0家では、くさりなどでつないで飼い、

散歩の時も、引き綱をつけて、

危害の防止に努めましょう。

（犬によって 迷惑をかけない）
0道路や公園でふん尿をすると

悪臭のもとになるばかりでなく

人への病気の感染にもつながります。

0ふん尿は、飼い主の敷地内ですませるよう

しつけましょう。

0散歩の際にふんをしたときは、

責任をもって始末しましょう。

（犬は、すてない） 生し芯農、‘運動”“手入れ”

0野犬の増加につながりますので、 飼い主の責任です

捨て犬は、絶対にやめましょう。 /,I 

0飼い犬は、家族の一員として、 ~ 
・・・・・........................・．・・` •·.貴．".·•·・檜·責.責.讀.彙. .
弓；

終生かわいがりましょう。 ヽ ： 1飼い犬は、必ず登録と注射を受けましょう ぎ

~ 
吾 生後90日を超える犬は、登録と、年1回の狂犬病予防注射を t
号

0どうしても飼えなくなったときは、 ~ 必ず受けてください。 (3~4月に通知書を出します。） き

≫ 
~ 

飼い主の責任で
~ 

~ 
吾 登録は一度すればその後登録する必要はありません。 ~ 

新しい飼い主を探しましょう。 ! ~ 1 ~ ~ 1 _ Lt-r ~ t-t P tt. ;g:~O) 1fl¥ ~ o:rm it¥ ti,,1x~ l 
~ 
全 引っ越ししたときなどは、登録の変更届の提出が必要 t 

新しい飼い主が見つからないときは、 i 犬の所在地、犬の所有者などが変わったとき、犬が死亡した t
吾~

不用犬として引取ります（毎月第2火曜日）。！ ときなどは、変更届、死亡届を提出してください。 t 
1 登録、変更・死亡届、注射の詳しいことは、肱川町保健 t
~ 
全 センターヘお問い合わせください。 （匹34-2340) E 
1 i 

0不幸な子犬をつくらないよう

不妊・去勢手術に努めましょう。



⑲。啓。領） 一人ひとりが健康を守り 明るいまちをつくります （町民憲章） 邸瞬 (4)

東横綱

西横綱

長 寿 番 付 表
（平成8年2月 1日）

東 寿 西

部落名 氏 名 生年月日 年齢 番付 部落名 氏 名 生年月日 年齢

上嵯峨谷 高橋 安一 朋治訂年11月14日 101 横綱 上鹿野川 大越モトヱ 朋治28年7月30日100 

山 槌 池田コマッ 朋治30年11月20日 98 大関 中居谷 櫻田 ミサヲ 朋治32年1月13日 97 

森 兵頭猪三雄 朋治32年5月7日 96 関脇 上鹿野川 米田フクヱ 朋治32年7月15日 96 

::I± /~、 栄 上野サカヱ 朋治32年12月17日 96 小結 郷 栗田ク ニヱ 朋治33年1月308 96 

郷 高岡 ミヱ 朋治33年6月14日 95 前頭筆頭上森山 石川トシヱ 朋治34年1月88 95 

大 平 竹本ツルヲ 朋治34年9月6日 94 1 中 野 山田 コイ 朋治34年10月9B 94 

郷 松田 ヌイ 朋治34年12月5日 94 2 小 倉 和氣幸次郎 朋治35年7月1日 93 

市之畦 堀内カヲル 朋治35年12月17日 93 3 大 和 出水サカエ 朋治36年10月21B 92 

上鹿野川 松岡、ンズカ 朋治'37年2印狂 91 4 上嵯餓谷 和氣 久衛 朋治37年2月23B 91 

瓜生谷 山下ソ メヨ 朋治打年7月16日 91 5 中 野 松尾、ンズカ 朋治37年7月23B 91 

協 生 坪田 嘉儀 朋治窟年9月1日 91 6 下敷水 帽子 コト 朋治37年11月22B 91 

市之畦 保積チョノ 明治38年1月15日 91 7 中 津 二宮キクヨ 朋治38年1月18日 91 

中 野 谷 ヒサ ヨ 朋治38年1月20日 91 8 郷 兵頭 ノヽノレ 朋治38年3月28日 90 

中居谷 中野キ クヨ 朋治38年7月4日 90 ， 尽， 造 武田 カ子 朋治38年7月14日 90 
久 保 東トモヱ 朋治38年9月30日 90 10 白 石 寺岡幾次郎 朋治38年10月11日 90 

瓜生谷 山中美須恵 朋治38年11月'l1日 90 11 上鹿野川 村田ス ミヱ 朋治38年11月28日 90 

小 倉 大森フユノ 朋治38年12月訂日 90 12 瓜 生谷 山下トラヨ 朋治39年2月20日 89 

下鹿野川 二宮 善美 朋治39年5月19日 89 13 小 藪 宇都宮常行 朋治39年6月6日 89 

下鹿野川 金野 数恵 朋治40年1月31日 89 14 協 生 宮本 花枝 朋治40年4月7日 88 

大 和 東 シカ 朋治40年5月5日 88 15 上鹿野川 和氣 花子 朋治40年5月23日 88 

道野尾 東カホル 朋治40年5月24日 88 十両 中 野 曽根フサコ 朋治40年5月29E 88 

柳 堀ツ子ヨ 朋治40年7月5日 88 2 旦彩／ 地 岩田 松三 朋治40年9月15B 88 

協 生 安川 正則 朋治40年9月19日 88 3 中 津 二宮秀若 朋治40年11月12日 88 

月野尾 上甲 計江 朋治40年11月23日 88 4 藤野原 池田 宮コ 朋治40年11月29日 88 

器一 城 山田ヨ、ン子 朋治40年12月9日 88 5 士/‘ 栄 中野 貞子 朋治40年12月21日 88 

中居谷 金平アイヨ 朋治41年1月2日 88 6 下鹿野川 池田 愛子 朋治41年3月13日 87 

中 野 藤高ハナミ 朋治41年4月16日 87 7 白 石 上田フジヲ 朋治41年5月23B 87 

北、rヽ 栄 坂タケオ 朋治41年9月3日 87 8 中居谷 沖浦重美 朋治41年9月8日 87 

嘉 城 中岡 義信 朋治41年10月10H 87 ， 市之畦 三瀕 シマ 朋治41年10月15日 87 
藤野原 林 義一 朋治41年10月23日 87 10 柳 菅原 勤 朋治41年10月24日 87 

議会議長若｝田 清茂 民生総務程E* 明徳 町 長プこ里予 和

行司老連会長西本 源格検査役収入役中野 博司 勧進元

助 役店辰 繁 町財恥混長杉:月各 国和 社協会長ネ冨田 保

今
年
も
恒
例
の
肱
川
町
「
長
寿
番

付
」
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

東
の
横
綱
は
上
嵯
峨
谷
の
高
橋
安

一
さ
ん
、
西
の
横
綱
は
上
鹿
野
川
の

大
越
モ
ト
ヱ
さ
ん
で
す
。
高
橋
安
一

さ
ん
は
百
一
歳
、
大
越
モ
ト
ヱ
さ
ん

も
百
歳
に
な
ら
れ
ま
し
た
。
東
西
両

横
網
が
百
歳
の
大
台
を
こ
え
ら
れ
た

の
は
長
寿
番
付
史
上
初
め
て
の
こ
と

で
す
。

今
年
も
皆
さ
ん
が
お
元
気
で
過
ご

さ
れ
る
よ
う
、
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

※
番
付
の
年
齢
は
平
成
八
年
二
月
一

日
現
在
の
も
の
で
す
。

生
年
月
日
が
き
た
ら
こ
の
表
の
年

齢
に

一
歳
が
加
え
ら
れ
ま
す
。

じ．
d
 



(5)＠。径。領） 仕事や生活に夢をもって 豊かなまちをつくります （町民憲章） 饂瞬

国勢調査人口並びに世帯数の推移
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ー
年

人 昭
和

30
年

昭
和

35
年

昭
和

40
年

昭
和

45
年

昭
和

50
年

昭
和

55
年

昭
和

60
年

平
成

2
年

平
成

7
年

世
帯
数

※この数値は総務庁統計局の公表結果とは異なる場合があります。

平
成
七
年
十
月
一
日
現
在
で
平
成

七
年
国
勢
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

速
報
値
に
よ
り
ま
す
と
、
肱
川
町

の
人
口
は
、
三
、

二
七
五
人
（
世
帯

数
は
一
、

0
五
四
世
帯
）
で
、
前
回

の
平
成
二
年
と
比
べ
る
と
二

0
四
人

の
減
少
と
な
り
、
過
疎
化
が
一
層
進

ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

尚
、
調
査
結
果
は
、
福
祉
・
雇
用
・

交
通
対
策
・
住
宅
生
活
環
境
整
備
な

ど
の
行
政
を
す
す
め
て
い
く
上
で
の

基
礎
資
料
と
な
り
広
く
利
用
さ
れ
ま

す。※

国

勢

調
査
に
つ
ぎ
ま
し
て
は
、

町
民
の
皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平
成
七
年
国
勢
調
査
速
報
値

人
口
は
三
、
二
七
五
人

五
年
間
で
二

0
四
人
減
少

＊年間の上映予定＊

• ローマの休日 ・アポ□13
・マイフレンドフオーエバー
・ピピ（飛べないホタル）
・ライオンキング
・午後の遺言状

映
画
が
誕
生
し

て
百
年
を
迎
え
ま

し
た
。
今
日
、

映

画
は
テ
レ
ビ
の
衛

星
放
送
や
ビ
デ
オ

の
普
及
に
よ
り
家

庭
に
お
い
て
身
近

に
鑑
賞
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
上
映

会
場
に
足
を
運
び

大
型
ス
ク
リ
ー
ソ

に
お
い
て
、
迫
力

あ
る
映
像
と
音
響

に
よ
り
、
古
今
東

西
の
名
画
を
鑑
賞

す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
深
い
印
象
と

感
動
を
心
に
刻
み
つ
け
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
「
生
活
を
心
豊
か
な
も
の
に
す

る
映
画
、
総
合
芸
術
と
し
て
の
固
有

文
化
を
表
現
す
る
映
画
」
を
鑑
賞
す

る
た
め
に
、
風
の
博
物
館
シ
ネ
マ
ホ
ー

ル
を
会
場
に
年
間
四
回
の
上
映
会
を

開
催
い
た
し
ま
す
。
会
員
の
方
は
、

上
映
映
画
を
格
安
料
金
で
鑑
賞
で
ぎ
、

映の
”会

い
い
パ
＜
且
[
[
二
「
い

□
日ロ―

平
成
6
年
4
月

15
日
生

会
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
案
内

い
た
し
ま
す
。

1
歳
10
か
月

ん

C
>

[>[

。

は

じ

め

ま

し

て

春

菜

で

す

。

で

一

毎
日
毎
日
お
兄
ち
ゃ
ん
に
、

すg
 
肖

命

ウ

ル

ト

ラ

マ

ソ

ご

っ

こ

で

き

た

え
ら
れ
、
た
く
ま
し
く
育
っ
て

可ゞ
。カ

>
[[/10[14B/

/

已
一

〔会員の場合〕 〔会員外〕

区 分 入会金（年会費） 当日のお客様料金

般 2, 0 0 0円 1, 2 0 0円

高校生 ・シニア 1, 5 0 0円 900円

小・中学生 700円 500円

は
じ
め
ま
し
て
、
翔
悟
で
す
。

お
風
呂
好
き
な
ぼ
く
は
、
出

る
よ
と
言
わ
れ
て
も
、
お
風
呂

か
ら
、
出
な
い
ぼ
く
で
す
。

お
外
で
遊
ぶ
の
も
好
き
な
ぼ

く
。
こ
れ
か
ら
も
、
よ
ろ
し
く

ね。

お父さん
英紀さん

お母さん
久美さん



⑲。毯。領） 教養を高め 文化のかおるまちをつくります （町民憲章） 饂麟 (6) 

米穀販売業登録申請説明会の開催

〔愛媛県からのお知らせ〕

平成 7年11月 1日から食糧法（主要食糧の需給及び価
格の安定に関する法律）が施行され、平成 8年 6月 1日

から、一定要件を充たせば誰でも、登録を受けて米穀販売

業を営むことができるようになりました。

［登録申請期間： 平成 8年 4月 1日（月）～4月30日（火）］

このため、愛媛県では、次のとおり説明会を開催しま

すので、米穀販売業の登録を希望する方は御参加くださ

地区 開催予定日 開催場所 お問い合わせ先・電話番号

松 山
3月18日（月） テクノプラザ 松山地方局農政課
午前10時から 愛 媛 089-941-1111 

八幡浜
3月15日（金） 県歴史文化 八幡浜地方局農政課
午前10時から 博 物 館 0894-22-4111 

宇和島
3月15日（金） 宇和島地方局 宇和島地方局農政課
午後2時から 大会議室 0895-22-5211 

-------愛農媛県農林水産部産園芸課

089-941-2111 

平成 8年度

元気印教室の参加者募集について
肱川町保健セ ‘ノターでは、「運動」「栄養」「休養」の
3本柱で、健康を維持 ・増進する意欲のある方を対象

に、元気印教室を開催します。

共同学習を通して、健康づくりについて考えてみま

せんか？皆さん、お誘い合わせの上ご参加ください。

1.開催期間 ・

肱川町保健センター

運動の基礎知識と実技・調理実習
アートフラワー他

4.対象者・・・ 一般住民

2．開催場所

3.内 容

5.参加料

平成8年4月2日～平成9年3月（毎月1回）

無料（材料費のみ一部負担）

参加を希望される方は、下記へ電話でご連絡くだ
さい。 日程表をお送りします。

Ill募集締切： 3月22日（金）

火
の
用
心

八
幡
浜

・
大
洲
地

区
広
域
市
町
村
圏
組

合
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ

の
振
典
と
体
力
の
向

上
の
た
め
に
、
昨
年

度
か
ら
今
年
八
月
に

か
け
て
、
大
洲
市
平

野
町
に
あ
る
八
幡
浜
・

大
洲
地
区
運
動
公
園

陸
上
競
技
場
の
全
面

改
修
を
行
い
ま
し
た
。

フ
ィ

ー
ル
ド
全
面

に
緑
色
の
芝
が
よ
み

が
え
り
、
走
路
も
整

備
さ
れ
、
サ
ッ
カ
ー

の
正
式
コ
ー

ト
も
と

れ
ま
す
。
そ
の
ほ
か

に
円
盤

・
ハ
ソ
マ

ー

投
げ
も
競
技
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
厚
生
年
金
、
国
民

年
金
積
立
金
の
還
元
融
資
を
受
け
て
、

約
六
千
六
百
万
円
で
整
備
さ
れ
た
も

の
で
す
。

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

三
月
十
日
S
七
日

災
害
に
備
＿
R
て
日
頃
の

盲言囀叫艮面國露鵬

心
と
身
体
の
健
康
づ
く
り
、
体
力

づ
く
り
に
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
〔申
込
先
〕

大
洲
市
平
野
町
野
田
乙
＿
六
四
四
番
地

八
幡
浜
・
大
洲
地
区
運
動
公
園
管
理

事
務
所
（毎
週
火
曜
日
が
定
休
）

6
0
8
9
3
_
2
3ー

5
5
2
4

子育てなんでもダイヤル
愛媛県中央児童相談所では、子育てと子供に

関するあらゆる電話相談を受け付けています。

相談時間は、年末年始と祝日を除く毎日、午

前9時から午後9時までです。

電話番号 089~923-4152

ファックス 089-923-4471 

マ及コ葛醇に報道偶峨された肱』靡甘

1月2日（火）愛媛新聞 てかがみ “卵やさんはお友達”

1月7日（日）南海テレピ「もぎたてテレピ」
“温泉特集（小藪温泉）＂県下10ヵ所温泉の紹介

1月25日（木）愛媛新聞 いよじ南予 ‘‘肱川駅伝”

1月25巳（木）日本農業新聞 肱川町生活改善グループ
牛乳パックでコースター作り

1月27巳（土）日本農業新聞 肱川町生活改善グループ
カズラかご作り

1月3Q日（火）愛媛新間 21世紀の夢ロマン “肱川町あす未来”



(7)@。毯。領） 梱＠ 醐躙

平成 7年度歳末たすけあい募金結果

(1)義援金総括表

区 分 募 金 額

戸 別 募 金 528,160 円

その他・有志 166,135 

計 694,295 

平成 7年度歳末たすけあい募金配分表

配分先 人員 金 額

長期療養者 43人 129,000円

ねたきり病人等 28人 84,000円

ボー ダーライ ソ世帯 ， 84,000円
義援金配分合計 297,000円

一般配分充当金 397,295円

合 計 694,295円

「
地
域
で
さ
さ
え
あ
う
、
あ
っ
た

か
い
お
正
月
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ソ
に
、

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
を
進
め
ま
し

た
。
町
民
の
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
目
標
を
大
き
く

上
回
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
心
か

ら
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
募
金
は
、
十
二
月
二
十
七
日

に
民
生
委
員
さ
ん
を
通
し
て
、
長
期

療
養
者
、
ね
た
き
り
者
等
の
方
々
に

皆
様
方
の
ま
ご
こ
ろ
を
伝
え
ま
し
た
。

余
剰
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
愛
媛
県

共
同
募
金
会
に
送
金
し
ま
し
た
。
平

成
八
年
度
の
配
分
金
と
し
て
全
額
還

元
さ
れ
、
肱
川
町
の
福
祉
（
給
食
サ
ー

ビ
ス
、
独
居
老
人
見
舞
品
、
小
中
学

,＇9
9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9
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9

9
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9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9
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9

9

9
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-^7年も
多
額
の
募
金
一

-

協

生

安

川

正

則

氏

i

一
協
生
部
落
の
安
川
正
則
さ
ん
よ
り一

＿
毎
年
、
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
を
い

一

ー
た
だ
き
ま
す
。
昨
年
末
に
浄
財
十
ニ
―

一
万
八
百
円
を
持
参
し
て
い
た
だ

ー
き
ま
し
た
。
い
つ
も
多
額
の
寄

ー
付
を
い
た
だ
き
本
当
に
あ
り
が

ー
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

社
協
だ
よ
り

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

゜

(2)部落別明細書

部 落 金 額 部 落 金 額

小畑井 3,100円 下鹿野川 30,100円

萩野尾 3,000 上鹿野川 36,600 

汗 生 15,000 ノ甲，、 造 2,400 

道野尾 15,500 見の越 3,000 

上森山 7,500 月野尾 8,600 

八重栗 5,500 下敷水 9,500 

山 槌 10,950 敷 水 10,500 

協 生 15,278 上敷水 4,101 
品-』 城 13,800 下嵯峨谷① 7,590 

士、/七‘ 栄 24,500 下嵯峨谷② 1,500 

中居谷 24,462 上嵯峨谷 7,100 

白 石 11,600 菟野尾 10,610 
旦彩／ 地 9,430 橡の木瀬 2,500 

広 常 20,979 柳 10,900 

久 保 20,650 郷 11,500 

大 平 17,000 市之畦 8,500 

大屋敷 8,500 瓜生谷 9,500 

森 6,000 町 10,500 

肱 栄 6,500 藤野原 9,000 

大 和 17,500 小 倉 3,500 

中 野 36,910 中 津 12,000 

小 藪 25,000 合 計 528,160 

肱川町社会福祉協議会
ff (0894) 34-2340 

当
協
議
会
に
、
次
の
方
か
ら

ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

福
祉
関
係
事
業
に
活
用
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

嘉

城

上

田

武

様

中

津

大

野

美

喜

子

様

生
の
育
成
等
々
）
に
使
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

た
す
け
あ
い
募
金
は
、
全
額
配
分

す
る
の
で
は
な
く
、
町
全
体
の
福
祉

に
貢
献
し
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

社
会
副
協
議
会
へ

ご

芳

志

杖
の
貸
出
し

社
協
で
は
、
足
の
不
自
由
な
方
に

対
し
て
、
つ
え
の
貸
出
し
を
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
つ
え
は
、
全
逓
信
労

働
組
合
の
二
十
四
時
間
チ
ャ
リ
テ
ィ

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
の
収
益
金
を
寄

付
し
て
い
た
だ
い
た
浄
財
で
購
入
い

た
し
ま
し
た
。
必
要
な
方
が
あ
れ
ば

い
つ
で
も
気
軽
に
ご
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

高
齢
化
社
会
の
到
来
と
い
う
の
は
、

人
類
史
上
経
験
し
た
時
代
は
な
い
わ

け
で
す
。
高
齢
化
社
会
と
言
う
の
は

老
人
が
増
え
て
い
く
と
同
時
に
、
い

わ
ば
世
代
間
差
別
が
非
常
に
増
え
て

く
る
時
代
に
な
っ
た
と
言

っ
て
も
い

い
で
し
ょ
う
。
昔
は
人
生
五
十
年
と

い
わ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
高
齢
化
し

三
世
代
時
代
に
な
る
と
、
お
じ
い
さ

ん
と
孫
の
価
値
観
の
差
が
差
別
を
呼

ぶ
場
合
が
多
く
な
っ
た
と
も
い
え
ま

す
。
頭
で
は
人
権
を
尊
重
し
老
人
に

い
た
わ
り
の
気
持
ち
を
持
た
な
い
と

い
け
な
い
、
一
方
で
老
人
差
別
が
増

え
て
い
ま
す
。
価
値
観
の
み
な
ら
ず
、

感
覚
的
な
世
代
間
差
別
が
今
ほ
ど
増

し
て
い
る
時
代
は
な
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
人
権
と
い
う
視
点
で

も
っ
て
、
小
さ
な
時
代
か
ら
町
民
感

覚
を
持
た
せ
る
よ
う
に
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
あ
り
、
人
権
と
い
う
も

の
を
土
台
に
し
た
生
き
方
の
ル
ー
ル

と
い
う
も
の
を
教
え
て
い
く
事
が
必

要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
思
い
や
り
の

心
、
仏
心
を
も
て
な
ん
て
い
う
精
神

論
だ
け
で
は
、
今
日
多
様
化
し
た
社

会
を
生
き
抜
く
こ
と
は
で
ぎ
ま
せ
ん。

人
権
と
い
う
ル
ー
ル
を
生
活
化
さ
せ

て
い
く
作
業
を
通
し
て
共
存
し
う
る

社
会
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

、。カ
人
権
感
覚
を
踏
ま
え
た
教
化
活
動

と
い
う
も
の
が
、
説
得
力
を
も
つ
、

そ
う
い
う
時
代
が
来
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

心

の

コ

ン

パ

ス
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①
住
専
と
は
、
銀
行
な

入
」
ど
が
設
立
母
体
と
な
っ
て
、

住
宅
ロ
ー
ソ
融
資
の
業
務
を
専
門
的

に
行
う
目
的
で
、
設
立
し
た
金
融
子

会
社
で
す
。

ま
た
、
住
専
は
、
国
民
に
広
く
住

宅
資
金
を
融
資
す
る
と
い
う
公
共
性

の
高
い
業
務
を
行
う
と
い
う
こ
と
で
、

政
策
上
も
「
育
成
が
望
ま
し
い
」
と
さ

れ
、
銀
行
な
ど
と
同
じ
よ
う
に
大
蔵

大
臣
が
直
接
指
導
・
監
督
す
る
会
社

で
す
。②
住
専
の
母
体
行
は
、
住
専
を

設
立
し
、
社
長
な
ど
の
役
員
や
職
員

を
派
遣
し
て
住
専
の
経
営
を
支
配
す

る
と
と
も
に
、
貸
付
条
件
の
紹
介
な

ど
「
別
働
隊
」
と
し
て
住
専
を
利
用
し

て
ぎ
ま
し
た
。

③
住
専
は
、
は
じ
め
の
頃
は
個

人
住
宅
ロ
ー
ソ
を
中
心
に
業
務
を
伸

ば
し
、
順
調
な
経
営
を
行
っ
て
い
ま

し
た
が
、
銀
行
な
ど
の
母
体
行
が
自

ら
住
宅
ロ
ー
ソ
融
資
の
業
務
に
本
格

的
に
乗
り
出
し
て
き
て
、
い
わ
ば
親

が
子
の
仕
事
を
奪
っ
た
た
め
に
、
住

専
は
不
動
産
業
者
や
建
設
業
者
へ
の

融
資
と
追
い
や
ら
れ
、
い
わ
ゆ
る
バ

ブ
ル
の
崩
壊
に
よ
っ
て
融
資
の
多
く

が
不
良
債
権
化
し
、
経
営
問
題
が
生

じ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

④
こ
の
よ
う
に
住
専
の
設
立
経

緯
、
経
営
実
態
等
を
踏
ま
え
れ
ば
、

住
専
問
題
に
つ
い
て
は
、
母
体
行
が

最
大
限
の
責
任
を
持
つ
べ
ぎ
こ
と
は

明
ら
か
で
す
。

⑤
系
統
が
設
立
し
た
住
専
の
協

同
住
宅
ロ
ー
ソ
に
つ
き
ま
し
て
は
、

系
統
が
責
任
を
持
っ
て
経
営
に
当
た
っ

て
お
り
、
他
の
金
融
機
関
に
は
一
切
、

迷
惑
を
か
け
て
い
ま
せ
ん
。

Q

住
専
と
は
な
ん
で
す
か
。

ま
た
、
住
専
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。

去
る
十
二
月
十
九
日
に
、
政
府
の
住
専
問
題
の
具
体
的
な
処
理
方
策
が

決
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
関
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
報
道
が
な
さ
れ
て
お
り
、

組
合
員
の
皆
様
に
は
ご
心
配
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
い
く
つ
か

の
疑
問
に
答
え
る
か
た
ち
で
J

A
グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
考
え
方
を
ま
と
め

て
み
ま
し
た
。
ご
一
読
い
た
だ
き
、
ぜ
ひ
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

農

林

だ

よ

り

編集•発行
J A 肱 JII
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Q

系
統
の
住
専
に
対
す
る
貸
付
金
5
兆
5
千
億
円

は
返
っ
て
く
る
の
で
す
か
。

住
専
に
融
資
を
し
て
い
る

K」
J

A
は
、
全
国
の
ど
こ
に
も

あ
り
ま
せ
ん
。

新
聞
等
で
「
農
協
の
住
専
に
対
す

今
般
の
政
府
の
処
理
策
で

F」
は
、
系
統
の
貸
付
金
は
全
額

た
だ
ち
に
返
済
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

①
系
統
を
救
済
す
る
た
め

f」
に
公
的
資
金
が
導
入
さ
れ
た

と
い
う
事
実
は
、
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。

②

村

山
前
総
理
大
臣
は
、
十
二

月
十
九
日
の
記
者
芸
見
で
、
「
わ
が

国
の
金
融

、ソス

テ
ム
に
つ
ぎ
国
内
外

で
の
信
頼
回
復
を
期
す
、
同
時
に
景

気
対
策
上
も
こ
れ
以
上
問
題
解
決
を

引
き
延
ば
す
こ
と
は
傷
口
を
大
き
く

し
か
ね
な
い
。
ギ
リ
ギ
リ
の
苦
渋
の

選
択
で
多
額
の
公
的
資
金
を
使
う
こ

と
に
つ
き
、
国
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理

解
を
お
願
い
し
た
い
」
と
述

べ
て
お

り、

「
系
統
救
済
の
た
め
」
と
は

一
言

も
言
っ
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
武
村
前
大
蔵
大
臣
も
記
者

る
融
資
」
な
ど
と
書
い
て
い
る
の
は
、

誤
り
で
、
住
専
へ
融
資
し
て
い
る
農

協
系
統
と
は
、
信
連
・
農
林
中
金
・

共
済
連
・
全
共
連
の
こ
と
で
す
。

て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
系
統
の

貸
付
金
に
は
焦
げ
付
き
は
発
生
し
ま

せ
ん
。

系
統
を
救
済
す
る
た
め
に
公
的
資
金
が
導
入
さ
れ
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。

会
見
で
「
政
治
決
着
は
系
統
救
済
で

は
な
い
か
」
と
の
質
問
に
対
し
、
「
今

回
の
決
着
は
、
わ
が
国
金
融
、
ソ
ス
テ

ム
の
安
定
性
確
保
や
景
気
の
本
格
的

な
回
復
の
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
系

統
金
融
機
関
を
『
救
済
』
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
」
と
明
確
に
答
え
て
い
ま
す
。

③
さ
ら
に
、
野
呂
田
前
農
林
水

産
大
臣
も
十
二
月
十
九
日
の
記
者
会

見
で
「
公
的
資
金
の
導
入
は
農
協
系

統
金
融
機
関
の
救
済
や
負
担
軽
減
の

た
め
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と

明
確
に
答
え
て
い
ま
す
。

な
お
、
一
般
マ
ス
コ
ミ
は
「
大
蔵

省
が
当
初
系
統
に
一
兆
一
千
億
円
の

Q

J

A

は
住
専
に
融
資
し
て
い
る
の
で
す
か
。
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協
力
を
求
め
た
が
、
そ
れ
が
五
千
三

百
億
円
の
協
力
し
か
得
ら
れ
な
か
っ

た
の
で
、
公
的
資
金
で
不
足
額
を
埋

め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
公

的
資
金
は
系
統
救
済
の
た
め
に
導
入

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
」と

の
言
い
振

り
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
も
そ
も

系
統
は
一
兆
一
千
億
円
の
協
力
を
求

め
れ
た
事
実
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
た
が
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
報
道

に
つ
い
て
は
、

「
母
体
行
の
責
任
を

系
統
に
転
嫁
す
る
も
の
で
あ
る
」
と

強
く
主
張
・
抗
議
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。④
住
専
問
題
と
い
う
の
は
、
住

専
の
経
営
悪
化
の
後
始
末
を
ど
う
す

る
か
と
い
う
住
専
の
経
営
問
題
で
あ

り
、
そ
の
住
専
は
母
体
行
が
設
立
し
、

経
営
に
深
く
関
与
し
て
き
た
わ
け
で

す
か
ら
、
そ
の
責
任
は
母
体
行
に
あ

る
と
い
う
の
が
、
系
統
が
主
張
し
て

き
た
母
体
行
責
任
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
住
専
問
題
の
解
決

に
あ
た
っ
て
は
、
母
体
行
が
最
大
限

の
責
任
と
負
担
を
す
べ
き
だ
と
主
張

し
て
き
た
わ
け
で
す
。

⑤
政
府
と
し
て
も
母
体
行
の
責

任
が
重
い
と
し
て
、
母
体
行
に
最
大

限
の
負
担
を
求
め
た
よ
う
で
す
が
、

最
終
的
に
は
三
兆
五
千
億
円
の
債
権

全
額
の
放
棄
や
新
し
く
設
立
さ
れ
る

住
専
処
理
機
構
へ
の
低
利
融
資
お
よ

び
出
資
な
ど
が
母
体
行
の
負
担
の
限

界
だ
と
判
断
し
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
問
題
解
決
の
た
め
に

は
六
千
八
百
億
円
の
資
金
が
不
足
す

る
こ
と
に
な
り
、
政
府
と
し
て
も
金

融
シ
ス
テ
ム
の
信
頼
回
復
と
景
気
対

策
上
や
む
を
得
ず
、
公
的
資
金
の
導

入
を
決
定
し
た
も
の
で
す
。

な
ぜ
系
続
は

5
千
3
百
億
円
の
資
金
贈
与
を

求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
か
。
ま
た
、
な
ぜ
住
専
処
理
機
構
に

対
す
る
低
利
融
資
の
協
力
を
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
か
。

①
住
専
問
題
は
、
わ
が

ぷ

」

国
の
金
融
シ
ス
テ
ム
の
信
頼

を
回
復
し
、
景
気
を
向
上
さ
せ
る
た

め
早
急
に
解
決
す
べ
ぎ
課
題
と
し
て
、

政
府
・
与
党
は
も
ち
ろ
ん
関
係
金
融

機
関
が
総
力
を
挙
げ
て
解
決
に
取
り

組
ん
で
き
た
問
題
で
す
。

②
今
般
の
政
府
の
処
理
方
策
は
、

母
体
行
に
最
大
限
の
負
担
を
求
め
る

と
と
も
に
、
そ
れ
以
外
の
金
融
機
関

に
も
重
い
負
担
を
求
め
て
い
ま
す
が
、

系
統
に
対
し
て
も
わ
が
国
金
融
シ
ス

テ
ム
の
一
員
と
し
て
シ
ス
テ
ム
安
定

化
の
た
め
に
協
力
し
て
も
ら
い
た
い

と
の
要
請
が
あ
っ
た
も
の
で
す
。

③
な
お
、
五
千
三
百
億
円
の
資

金
贈
与
と
い
う
の
は
、
大
蔵
・
農
水

の
折
衝
の
結
果
で
、
諸
般
の
事
情
を

考
慮
し
て
協
力
で
ぎ
る
ギ
リ
ギ
リ
の

判
断
と
し
て
、
農
林
水
産
大
臣
が
こ

れ
を
示
し
、
大
蔵
大
臣
も
こ
れ
を
了

と
し
た
も
の
で
す
。

住専国会

屏
体
行
が
系
統
転
嫁
は
筋
違
い

「
責
任
の
明
確
化
」
に
全
力

住
専
問
題
を
解
決
す
る
こ

ぷ

」
と
は
、
わ
が
国
の
金
融
、
ソ
ス

テ
ム
の
一
員
で
あ
る
系
統
に
と
っ
て

も
必
要
な
こ
と
で
す
。
今
回
の
協
力

要
請
は
系
統
の
全
国
連
や
県
連
に
と
っ

て
は
厳
し
い
も
の
で
は
あ
り
ま
す
が
、

系
統
と
し
て
は
、
事
業
・
組
織
の
改

革
と
強
靱
な
経
営
体
質
の
構
築
に
最

大
限
の
努
力
を
行
っ
て
ま
い
る
所
存

で
す
。J
A
の
組
合
員
や
利
用
者
の
皆
さ

政
府
・
与
党
は
昨
年
十
二
月
十
九

日
に
、
巨
額
の
焦
げ
付
ぎ
で
経
営
破

た
ん
し
た
住
宅
金
融
専
門
会
社
（
住

専
）
七
社
の
処
理
策
を
決
め
ま
し
た
。

当
面
す
る
一
次
損
失
六
兆
四
千
億
円

の
負
担
で
は
、
住
専
の
親
銀
行
な
ど

が
「
母
体
行
責
任
」
を
ま
っ
と
う
せ
ず
、

そ
の
肩
代
わ
り
と
し
て
、
農
協
系
統

が
五
千
三
百
億
円
を
贈
与
し
、
さ
ら

に
政
府
が
六
千
三
百
五
十
億
円
の
財

政
資
金
を
投
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

ん
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
よ
う
な

こ
と
は
決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

ご
安
心
の
う
え
ひ
き
つ
づ
き
ご
愛
顧

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。全

国
農
業
協
同
組
合
中
央
会

、＼ノ社

全

国

信

連

協

会

（
 
農

林

中

央

金

庫

全
国
共
済
農
業
協
同
組
合
連
合
会

農
協
系
統
は
同
日
、
五
千
三
百
億

円
の
贈
与
を
、
金
融
、
ソ
ス
テ
ム
維
持

の
た
め
に
「厳
し
い
協
力
内
容
」で
は

あ
る
も
の
の
受
け
入
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
財
政
資
金
投
入
に
は
国

民
か
ら
の
批
判
が
厳
し
く
、
一
月
二

十
二
日
か
ら
の
通
常
国
会
は
住
専
問

題
が
焦
点
で
、

「
住
専
国
会
」
の
色
彩

を
強
く
し
て
い
ま
す
。
村
山
内
閣
退

陣
を
う
け
た
橋
本
新
内
閣
は
、
与
党

新
政
策
合
意
に
盛
り
込
ん
だ
「
責
任

の
明
確
化
」
に
全
力
を
あ
げ
る
こ
と

Q

J

A

の
組
合
員
・
利
用
者
に
対
す
る

影
響
は
ど
う
な
る
の
で
す
か
。

に
な
り
ま
す
。

責
任
問
題
に
絡
ん
で
、
財
政
資
金

投
入
を
「
農
協
系
統
の
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
だ
」
と
す
る
一
部
の
マ
ス

コ
ミ
論
調
は
、
母
体
行
責
任
を
系
統

に
転
嫁
す
る
筋
違
い
の
も
の
で
す
。

橋
本
徹
全
国
銀
行
協
会
連
合
会
会
長

（
富
士
銀
行
頭
取
）
が
一
月
九
日
に
同

様
な
発
言
を
し
た
こ
と
に
、
農
協
系

統
は
厳
重
抗
議
を
し
ま
し
た
。
国
会

で
は
住
専
、
母
体
行
の
責
任
の
明
確

化
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

一
方
、
農
協
系
統
も
住
専
問
題
を

契
機
に
、
再
編
に
積
極
的
に
取
り
組

み
、
経
営
体
質
を
強
化
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
与
党
も
新
政

策
合
意
で
系
統
に
①
経
営
情
報
の
開

示
の
徹
底
②
再
編
・
合
理
化
の
促
進

ー
を
求
め
て
い
ま
す
。
系
統
は
再
編

計
画
を
前
倒
し
す
る
方
針
で
す
。
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i~＿直囀― :土佐冗'i 
！ 
！ 優良材生産は直材づくりから／ 椎茸生産はクヌギ林造成から．/ ! 

！ 

i -~-----,~---·-.. --・ -~---,~--. ・・・-・・-・ -. ! 
l ! 

平成8年 1月27日 1乾 椎茸市況（松山椎茸市場） 1

！ 大洲木市より （単位m'当り ：円） 悶ふ；二喜て誓は。kg i 
！ 
！ 県森連市況

！ 
！ 乎均単価 2,944円 ！ 
！ 長さ末口径

スギ ヒ ノキマッ

直曲がり直曲がり 直
その他 銘柄別単価 i 

! 7cm下本 398本 240本 510本 280 銘柄 価 格相場銘柄 価 格相場 t
i I. 1.8n cm上本 444本 339本 600本 533 こうこ 5,000 ~ 6,800 強 特用大 2,200~ 5,000 保 ！ 
• 14mll3cm上24.600 I -I 42. ooo I -11s叫 22,000 大 厚 4,200~ 5,000 保特用中 2,800~ 5,000 強 ti 18 cm上21,000 -42,800 -4cm上27,000

2 4 cm上23.ooo I -144. ooo I -130cm上40,000 中 厚 5,200~ 5,800 強特用中小 2,400~ 4,000 保 t 
l 7 cm下本 180本 149本 201本 150 中小厚 4,500~ 5,000 強特用小 2,200~ 3,600 保 ！ 
l 8 cm上本 220本 220本 278本 278 小 厚 3,600~ 4,200 強 大パレ 1,500~ 2,100 保 ’ 

11 cm上13,0001 124,1001 I I I• ! l l3m ! 13 cm上23,500 -39,000 -18⑩上20,000 大ウス 2,800~ 4,500 保中パレ 1,600~ 2,500 保 ・ t 
18 cm上22,400I -I 38,100 I -~4cm上 22,000 中ウス 3,800 ~ 5,000 強中小パレ 1,400 ~ 2,500 保 r l 2 4 cm上18,000 cm上

l 7 cm下本 80本一本 80本一 中小ウス 3,300 ~ 4,300 強小パレ 800 ~ 1,600 保 t 
パリ材

! 2 m 8 cm上本 120本一本 120本ー （松・杉・桧 小ウス 2,500~3,000 保変 形 2,000~ 3,500 保 ！ 
l l'"',.,ll6cm上10,000I -122,000I -113cm上 末口 3~7cm) ジャミ 1,600 ~ 2,300 保色悪ウス 1,700~ 3,800 保 ！ 
! 30 cm上 cm上 長さ 2.0m

13 cm上28,9001 171,300 
どんこ大 6,400 ~ 7,000 強色悪バレ 500 ~ 1,400 弱 ！ 

I 16m 18 cm上21:0001 168:900 どんこ中 5,300 ~ 6,200 強 4粒立ドソコ ～ 

｝ 特選 420,000 どんこ小 4,500 ~ 5,200 強スライス 200 ~ 6,300 弱 i 
t 

足 場 1m当たり～160円 本 180円 概況 平成7年最終の市売りは、秋子も300ケース出品され、秋子不作感か
杉、桧共に柱・中目丸太不足から買気有り強保合、小径木保合。 らやや強含みとなった。特に贈答用は不足分の補いの為強保合になった。 i 

！ 備考 松は、全般に強気。 今冬は寒く 、芽が枯死するおそれがありますので、防風ネッ ト、 袋か ！ ！ けを行いましょう。 i 
¥.＿――-=-------------------------_____________ __,. _________―----------」

日次

1 

2 

3 

4 

韓国（ソウル・慶州）四日間の旅
JA肱川では現在初めての外国旅行を計画 し参加者の取りまとめを行っております。つきましては
一応外国ですので、 パスポートの作成等渡航手続きを取ら ねばなりません。 その為申し込み締切りを

3月31日までと致しますので皆さんご希望される方は是非とも JA肱川観光までお申し込み下さいま
すようお願い致し ます。 尚、手続等につきましては後日ご本人の方へ連絡申し上げます。

（慶州 ・ソウル4日間）

期日（曜） 発 着 地 時 刻交通 摘 要

肱川発 08 30 バス
松 山空 港発 12 30 0 Z175 

バ入国聘アスシ国内手線にア遠謀てナに．kて需公山空釜へに山スへてトソウルヘ
9（/木1）2 
ソウル着 14 00 
ソウル発 15 50 0 Z933 
釜山空港着 16 40 バス フ一ヽノ

（慶州泊）

慶 州 J ¥ ス 午前 慶州市内観光（仏国寺、天ほ馬か塚） 

9（/金1）3 
東大邸発 列 車 セマウル号にてソウルヘ

ソウル着 l ¥ ス

（ソウル泊）

午前民俗村観光

9（/土1）4 ソ ゥ ル 終 日 J ¥ ス
午後 ソウル市内観光とショッピング

夕食はディナーショー

（ソウル泊）

ソウル発 09 45 0 Z176 出国手続後、帰国の途に

9（/日1）5 
松山空港着 11 ・ 10 入国手続、バスにて肱川へ

肱川着 14 30 着後、解散

食事

昼食 〇

夕食 〇

朝食〇

昼食 ．o

夕食 〇

朝食0

昼食 〇

夕食．o

朝食 0

昼食 • O

【募集要領】

• 旅行予定日平成 8年 9 月 12 日（木）～ 9 月 15 日（日）

•行程 3 泊 4 日

• 募集人員 20名 （最少催行人員15名）

• 旅行代金 146,000円 (JA肱川起点）（概算）

• 申 込 金 20,000円 （旅行代金に充当）

• 精 算 旅行代金は定胡積金の満期時に精算します。

• 定期積金 毎月 10 ,000 円 X15ヶ月

• 旅行代金に 行程中の宿泊料、食事代、交通費、観光入湯料
含まれるもの 飲物代、ガイドプック

• そ の他 添乗員同行

往復航空機利用

• 利月予定ボテル 慶州： 慶州ヒルトソ
ソウル：シェラトソ・ウォーカヒル又は

同等クラスのホテル

注）止むを得ず航空機の発着時間が一部変更になる場合は予めご諒承下さい。

〔渡航手続書類〕 ※有効な旅券をお持ちの方は、旅行申込書と旅券をご提出下さい。
※新たに旅券を取得される方は、お申し込みと同時に下記書類をお送りください。
●写真・・1枚（縦4.5cmX横3.5cm、背景無地、スピード写真不可）、 査証が必要になった場合、 2枚
●住民票 ・・・・・・・・ 1通(6ヶ月以内のもの）
● 戸籍抄本・・ …• 1通( II 
●旅行申込書・・ 1通（必ず御本人で記入されたもの）

みなさまの

JA肱川
T E L (0893)34-2321 
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夏
秋
ピ
ー
マ
ン
⑨
⑪
@
＠
R
⑯
 

生
長
や
果
実
の
肥
大
が
悪
く
な
り
ま

一
野
菜
]
い
口
旦
い
:
[
V
i
汀
い
汀

小
さ
い
も
の
、
着
色
果
と
呼
ば
れ
る

日
当
た
り
部
が
赤
く
変
色
す
る
も
の

が
多
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

一
方
、
昨
年
の
よ
う
に
気
温
が
高

す
ぎ
る
場
合
に
は
茎
葉
の
生
長
は
促

進
さ
れ
ま
す
が
果
実
の
着
果
率
が
悪

く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ピ
ー
マ
ソ
は
根
張
り
が
浅
く
乾
燥

に
弱
い
の
で
水
管
理
が
重
要
で
す
。

水
分
が
不
足
す
る
と
果
頂
部
が
黒
変

し
て
軟
化
腐
敗
す
る
も
の
（
尻
腐
れ

果
）
が
発
生
し
ま
す
。

品
種
「
京
波
」
の
紹
介

夏
秋
ピ
ー
マ
ソ
に
つ
い
て
は
、
栽

培
し
や
す
く
軽
量
で
あ
る
の
で
、
高

齢
者
や
女
性
に
適
し
て
い
ま
す
。

夏
秋
ピ
ー
マ
ソ
は
こ
こ
肱
川
町
の

気
象
条
件
や
立
地
条
件
に
適
し
た
野

菜
作
で
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
ピ
ー
マ
ソ
栽
培
を

推
進
し
、
産
地
化
を
目
指
そ
う
と
、

昨
年
か
ら
大
谷
地
区
で
約
十
六

a
、

栽
培
者
八
名
で
始
め
ま
し
た
。

定
植
時
期
の
低
温
多
雨
、
梅
雨
明

け
後
の
猛
暑
と
天
候
に
悩
ま
さ
れ
な

が
ら
も
、
栽
培
者
の
意
欲
と
情
熱
の

お
か
げ
で
一

0
a
当
た
り
収
量
約
五

t
と
、
他
産
地
に
も
ひ
け
を
取
ら
な

い
成
績
を
あ
げ
ま
し
た
。

今
年
度
は
是
非
、
部
会
を
発
足
し

産
地
化
を
目
指
す
た
め
に
多
く
の
方

に
作
付
け
し
て
も
ら
い
た
い
の
で
、

以
下
に
簡
単
に
ピ
ー
マ
ソ
の
特
性
と

栽
培
品
種
「
京
波
」
に
つ
い
て
説
明
し

ま
す
。

0
ピ
ー
マ
ン
の
特
性

ト
ウ
ガ
ラ
シ
の
う
ち
で
辛
み
の
な

い
種
類
が
ピ
ー
マ
ソ
で
す
。
原
産
地

は
中
南
米
の
熱
帯
地
方
と
い
わ
れ
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
ジ
ア
を
経
て
世
界

各
地
へ
広
が
っ
た
よ
う
で
す
。

栽
培
期
間
は
長
く
、
露
地
栽
培
で

も
七
月
上
旬
か
ら
十
一
月
下
旬
ま
で

収
穫
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ピ
ー
マ
ソ
は
比
較
的
高
温
を
好
む

野
菜
で
あ
り
、
低
温
下
で
は
茎
葉
の

〇
栽
培
品
種
「
京
波
」
に
つ
い
て

果
重
は
約
三
十

g
で
シ
ワ
の
少
な

い
中
型
の
ピ
ー
マ
ソ
で
す
。

草
姿
は
中
程
度
の
開
帳
性
で
比
較

的
強
く
、
分
枝
力
が
旺
盛
な
た
め
豊

産
性
で
、
秀
品
率
も
高
く
な
り
ま
す
。

果
実
の
色
は
濃
緑
色
で
光
沢
が
良

く
、
果
形
の
揃
い
も
良
好
で
す
。

果
肉
は
や
や
厚
く
、
高
温
乾
燥
期

の
尻
ぐ
さ
れ
に
も
比
較
的
強
く
耐
暑

性
が
あ
り
ま
す
。

タ
バ
コ
モ
ザ
イ
ク
ウ
イ
ル
ス
等
の

ウ
イ
ル
ス
病
に
も
耐
病
性
が
あ
り
、

栽
培
後
半
ま
で
草
勢
が
安
定
し
て
い

ま
す
。ピ
ー
マ
ソ
栽
培
に
つ
い
て
の
詳
し

い
内
容
に
つ
い
て
は
、
普
及
セ
ソ
タ
ー

ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

、0し大洲
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ソ
タ
ー

技

師

山

下

太

司

ポリエチ

レン袋

図2 穂木の貯蔵

外側面

〗t：力きとる
l ↓ 1番種

二□図1台木用クリのまき方

1

台
木
播
種
（
図
1
参
照
）

低
温
貯
蔵
し
て
い
た
く
り
で
も
、

一
月
下
旬
か
ら
幼
根
が
発
生
し
て
く

る
の
で
、

10mm
程
度
伸
び
た
時
に
こ

れ
を
か
き
取
っ
て
播
種
し
ま
す
。

2

穂
木
の
確
保
（
図
2
参
照
）

落
葉
果
樹
の
接
ぎ
木
は
、
主
に
三

月
中
旬
か
ら
四
月
上
旬
に
か
け
て
が

適
期
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
の
穂

木
を
今
月
中
に
採
取
し
て
お
ぎ
ま
す
。

採
取
後
ヒ

モ
で
束
ね
、
ラ
ベ
ル
を
付

け
て
軽
く
風
乾
し
た
後
に
ポ
リ
袋
に

入
れ
、
冷
暗
所
で
保
存
し
ま
す
。
大

量
に
穂
木
を
入
れ
た
り
、
濡
れ
た
ま

ま
保
存
す
る
と
、
ボ
リ
袋
内
が
加
湿

に
な
る
の
で
注
意
し
ま
す
。

大
洲
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ソ
タ
ー

主

査

菊

池

明

〔
く
り
〕

＿

畜

産

＿

放
牧
予
定
年
の
訓
致
と
イ
タ
リ
ア
ン

ラ
イ
グ
ラ
ス
の
刈
り
取
り
と
追
肥

1

放
牧
予
定
牛
の
訓
致

放
牧
は
、
省
力
に
よ
る
規
模
拡
大
、

濃
厚
飼
料
費
節
減
に
よ
る
低
コ
ス

ト

生
産
、
余
剰
労
働
力
の
有
効
利
用
に

よ
る
経
営
安
定
な
ど
が
可
能
な
た
め
、

是
非
取
り
入
れ
た
い
技
術
で
あ
る
。

一
般
に
、
牛
が
放
牧
に
適
応
す
る

ま
で
に
は
五
週
間
程
度
の
期
間
が
必

要
と
い
わ
れ
て
い
る
。

①
五
週
間
前

天
候
を
考
慮
し
つ
つ
積
極
的
に
屋

外
に
出
し
、
生
草
や
乾
草
を
除
々
に

与
え
、
濃
厚
飼
料
の
割
合
を
減
す
。

②
四
週
間
前

雨
よ
け
の
で
ぎ
る
よ
う
に
し
て
舎

外
飼
育
を
行
う
。

③
三
週
間
前

雨
よ
け
を
な
く
し
、
群
で
舎
外
飼

育
を
す
る
。
生
草
は
一
五
建
／
日
・

頭
を
目
安
と
す
る
。

④
一
週
間
前

生
草
だ
け
で
飼
育
す
る
。

2

イ
タ
リ
ア
ン
ラ
イ
グ
ラ
ス
の

刈
り
取
り
と
追
肥

四
国
地
方
三
カ
月
予
報
に
よ
る
と

晴
れ
の
日
が
多
い
見
込
み
で
あ
る
。

収
穫
は
栄
養
生
産
が
期
待
で
ぎ
る

出
穂
期
を
基
本
と
す
る
が
、
天
候
の

状
況
に
よ
っ
て
は
、
糖
含
量
や
養
分

含
量
の
多
い
出
穂
前
に
刈
り
取
る
等

計
画
的
に
作
業
を
行
な
う
。

イ
タ
リ
ア
ソ
ラ
イ
グ
ラ
ス
は
、
浅

根
性
で
吸
肥
力
が
強
く
、
し
か
も
窒

素
に
対
す
る
感
応
性
が
高
い
た
め
、

刈
り
取
り
後
に
窒
素
と
加
里
を
八
槌
／

-
0
a
程
度
施
用
し
、

肥
切
れ
さ
せ

な
い
よ
う
に
す
る
。

大
洲
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ソ
タ
ー

技

師

高

野

政

明

3
月
5
日
（
火
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

3
月
6
日
（
水
）
岩
谷
方
面

3
月
7
日
（
木
）
大
谷
方
面

3
月
12
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

3
月
13
日
（
水
）
中
津
方
面

3
月
14
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

3
月
18
日
（
月
）
岩
谷
方
面

（
祭
日
の
た
め
）

3
月
19
日
（
火
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

3
月
21
日
（
木
）
大
谷
方
面

3
月
26
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

3
月
27
日
（
水
）
中
津
方
面

3
月
28
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

3
月
醤
油
配
達
予
定
表

3
月
7
日
（
木
）
大
谷
方
面

3
月
15
日
（
金
）
岩
谷
・
小
藪
方
面

3
月
22
日
（
金
）
宇
和
J
方
面

3
月
29
日
（
金
）
予
子
林
方
面

L
P
G
配
達
予
定
表

3
月
1
日
（
金
）
大
屋
敷
・
大
平

3
月
4
日
（
月
）
上
石
丸
・
師
走
野

下
小
藪
・
中
野

3

月
6

日
（
水
）
藤
野
原
•
町

3
月
8
日
（
金
）
八
重
栗
・
上
森
山
・

大
成
・
正
山

3
月
11
日
（
月
）
久
保

3
月
13
日
（
水
）
嵯
峨
谷
・
見
の
越
・

月
野
尾
・
京
造

3
月
15
日
（
金
）
広
常
・
影
地

3
月
18
日
（
月
）
中
津
・
小
倉

3
月
19
日
（
火
）
森
・
肱
栄
・
硯
．

久
下
・
樋
野
ロ
・
汗
生

3
月
21
日
（
木
）
白
石
・
上
小
藪
・

中
小
藪

3
月
23
日
（
土
）
中
居
谷
・
嘉
城
・

共
栄
・
道
野
尾
・
赤
岩

3
月
26
日
（
火
）
大
駄
場
・
柳
・
郷
・

瓜
生
谷

3
月
28
日
（
木
）
全
敷
水
・
菟
野
尾
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第
四
十
八
回

成
人
式
を
、
一

月
十
五
日
成
人

の
日
、
肱
川
町

公
民
館
で
開
催

し
ま
し
た
。
今

年
の
成
人
該
当

者
は
町
肉
で
四

十
七
人
、
う
ち

三
十
三
人
が
出

席
し
、
新
た
に

大
人
の
仲
間
入

り
を
し
ま
し
た
。
今
年
の
成
人
者
は
、

昭
和
五
十
年
四
月
二
日
か
ら
、
昭
和
五

十
一
年
四
月
一
日
に
生
ま
れ
た
皆
さ
ん

で
す
。昭
和
五
十
年
七
月
に
は
、
沖
縄
海
洋

博
覧
会
が
開
催
さ
れ
、
「
シ
ク
ラ
メ
ン

の
か
ほ
り
」
が
ヒ
ッ
ト
し
た
年
で
し
た
。

肱
川
町
で
は
、
役
場
庁
舎
の
新
築
工
事

が
始
ま
り
、
中
野
小
学
校
が
開
校
百
年

を
迎
え
た
年
で
し
た
。

町
長
が
、
「
風
お
こ
し
運
動
の
実
現

に
は
新
成
人
の
皆
さ
ん
の
若
さ
と
活
力

が
必
要
で

す
。
今
後

共
、
多
様

な
学
習
と

経
験
を
重

ね
、
自
己

の
確
立
を

図
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の

分
野
で
大

い
に
活
躍

す
る
と
共

に
、
こ
れ

か
ら
の
肱

川
町
の
発

展
に
よ
り

一
層
の
カ

を
」
と
式

成人式典（公民館集会室）

翠
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辞
を
述
べ
、
新
成
人
を
代
表
し
て
、
吉

田
美
鈴
さ
ん
が
、
「
私
た
ち
は
肱
川
町

民
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
、
活
力

の
あ
る
新
し
い
町
づ
く
り
風
お
こ
し
運

動
に
微
力
な
が
ら
努
め
て
い
き
ま
す
。
」

と
答
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

こ
の
後
、
三
崎
町
役
場
税
務
課
長
塩

崎
満
雄
先
生
に
、
「
故
郷
に
こ
だ
わ
る

人
生
活
き
活
き
と
」
と
題
し
て
記
念
講

演
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

講
演
終
了
後
、
新
成
人
の
み
な
さ
ん

は
久
し
ぶ
り
に
あ
っ
た
友
だ
ち
と
楽
し

そ
う
に
歓
談
し
て
い
ま
し
た
。

緊 張

親
孝
行
か
ら
ふ
る
さ
と
孝
行
を

塩
崎
さ
ん
は
、
「
元
気
・
情
熱

・
継
続
・
頑
張
る
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
ま
ち
づ
く

り
を
実
践
さ
れ
て
い
ま
す
。
講
演
後
は
新
成
人
た
ち
と
熱
く
語
り
合

っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
講
演
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

私
の
住
む
一
＿
一
崎
町
は
、
三
方
が
海
に

囲
ま
れ
て
お
り
例
え
る
な
ら
「
海
彦
の

生
活
」
、
肱
川
町
は
、
三
百
六
十
度
山

に
囲
ま
れ
て
い
る
「
山
彦
の
生
活
」
に
例

え
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
こ
の

環
境
の
違
い
が
人
の
創
造
力
に
も
影
響

を
与
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
町
の

活
性
化
を
願
う
町
長
さ
ん
を
は
じ
め
、

町
民
全
員
が
皆
さ
ん
に
「
熱
い
期
待
」
を

寄
せ
て
い
る
こ
と
は
確
か
な
事
実
の
筈

で
す
。「

親
孝
行
」
と
い
う
言
葉
は
、
核
家
族

が
進
ん
だ
現
在
で
は
あ
ま
り
聞
か
れ
な

く
な
り
ま
し
た
。
私
自
身
母
子
家
庭
で

育
ち
、
十
三
年
前
に
母
親
を
な
く
し
ま

し
た
。
「
親
孝
行
し
た
い
時
に
は
親
は

な
し
」
の
格
言
を
痛
切
に
感
じ
、
後
悔

の
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
そ
ん

な
時
、
約
二
十
年
前
青
年
団
活
動
を
共

に
し
て
い
た
双
海
町
の
若
松
さ
ん
と
再

会
し
、
古
里
に
思
い
を
寄
せ
る
情
熱
、

町
づ
く
り
の
考
え
方
や
活
動
を
目
の
当

は
じ
め
に

の 新 成 人

三
崎
町
役
場

税

務

課

長

た
り
に
し
て
大
き
な
衝
撃
を
覚
え
ま
し

た
。
当
時
は
自
信
、
生
ぎ
が
い
を
も
っ

て
張
り
合
っ
て
い
た
の
に
、
生
き
ざ
ま

の
違
い
に
自
分
の
信
念
が
根
底
か
ら
崩

れ
て
い
く
よ
う
で
、
空
し
さ
に
、
わ
び

し
さ
が
重
な
り
や
る
せ
な
く
な
っ
て
い

た
の
で
す
。
し
か
し
、
「
元
気
」
と
「
生

来
の
負
け
ん
気
」
が
取
り
柄
の
自
分
に

と
っ
て
は
、
こ
こ
で
負
け
る
訳
に
は
い

か
ん
、
元
気
に
頑
張
る
こ
と
し
か
な
い

と
決
心
し
、
「
親
孝
行
」
の
替
わ
り
に

「
古
里
孝
行
」
を
し
よ
う
と
考
え
た
の
が

現
在
の
自
分
の
集
落
に
寄
せ
る
思
い
の

始
ま
り
で
す
。
皆
さ
ん
。
人
と
し
て
「
期

待
さ
れ
る
人
問
」
に
な
っ
て
い
る
こ
と

を
自
覚
し
て
下
さ
い
。
そ
う
し
て
、
親
孝

行
が
で
き
な
い
人
は
、
せ
め
て
、
「
古
里

孝
行
」
を
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

井
野
浦
の
ま
ち
づ
く
り

当
時
、
私
の
住
む
井
野
浦
は

U
タ
ー

ソ
青
年
五
人
と
卒
業
と
同
時
に
六
人
の

若
者
が
漁
師
と
し
て
残
り
、
町
内
で
も

活
気
の
あ
る
集
落
で
し
た
。
そ
ん
な
折
、

進
水
式
の
酒
宴
の
席
で
、
「
満
あ
ん
や
、

若
者
を
何
と
か
せ
ん
か
い

」
と
声
が
か

塩

崎

満

雄

氏

ふ
る
さ
と

「
故
郷
に
こ
だ
わ
る
人
生

活

き

活

き

と
L 
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「
が
い
な
ま
つ
り
」
の
開
催

か
り
「
任
せ
、
任
せ
」
の
二
つ
返
事
で
帰
っ

た
翌
朝
、
近
く
の

池
「
阿
弥
陀
池
」
で
四

十
年
振
り
に
ハ
ス
の
花
が
咲
い
て
い
る

の
を
隣
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
知
ら
せ
て

く
れ
、
こ
れ
を
ヒ
ソ
ト
に
「
よ
し
、
こ

れ
で
今
晩
若
い
衆
を
集
め
よ
う
」
と
思

い
つ
き
放
送
で
呼
び
か
け
、
若
者
十
名

余
り
が
集
ま
り
「
阿
弥
陀
会
」
を
発
足
さ

せ
ま
し
た
。
平
成
元
年
七
月
の
こ
と
で

し
た
。
「
何
を
す
れ
ば
よ
い
の
か
」
の
話

し
合
い
で
は
、

「
井
野
浦
に
住
ん
で
よ

か
っ
た
と
言
え
る
集
落
づ
く
り
を
」
と

い
う
希
望
が
大
半
を
占
め
た
た
め
、

「
集
落
シ

ソ
ポ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
六

十
五
世
帯
、
百
九
十
一
人
の
集
落
の
う

｀
ち
、
七
十
人
余
り
が
集
ま
り
画
期
的
な

イ
ベ
ン
ト
と
な
り
、
「
若
い
者
が
何
か
・

を
や
ろ
う
と
す
る
こ
と
は
良
い
こ
と
よ
」

と
言
っ
て
集
会
所
を
後
に
す
る
人
が
多

か
っ
た
の
も
事
実
で
し
た
。

シ
ソ
ポ
終
了
後
、
若
者
自
身
で
次
の

「
祭
り
事
」
に
思
い
を
巡
ら

せ
、
や
る
気

の
意
見
が
ど
ん
ど
ん
出
て
、
意
気
盛
ん

に
な
っ
て
い
る
の
を
み
て
「
大
成
功
」
と

思
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
次
に
考
え
た
の
が
「
が
い

な
ま
つ
り
」
で
す
。
こ
の
イ
ベ
ソ
ト
は
、

盆
踊
り
の
衰
退
が
懸
念
さ
れ
、
世
話
を

す
る
婦
人
会
も
悩
ん
で
い
た
当
時
、
過

去
に
比
べ
る
と
帰
省
客
が
少
な
く
な
り
、

に
ぎ
や
か
な
夏
の
田
舎
の
イ
メ
ー
ジ
が

薄
れ
か
け
て
い
た
等
か
ら
、
「
ふ
る
さ

と
に
帰
っ
て
良
か

っ
た
」
と
言
わ
せ
る

た
め
に
も
と
考
え
た
も
の
で
し
た
。

「
が
い
な
」
と
言
う
言
葉
は
、
方
言
で

し
か
し
、
こ
う
し
た
イ
ベ
ソ
ト
は
順

風
満
帆
と
い
う
訳
に
は
い
ぎ
ま
せ
ん
。

悩
み
が
当
然
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
ど
の

町
に
も
あ
る
よ
う
に
花
嫁
問
題
で
す
。

イ
ベ
ソ

ト
会
場
に
来
て
い
る
女
性
に
声

を
か
け
る
若
者
が
い
ま
せ
ん
。
そ
ん
な

情
景
を
見
て
東
京
の
知
人
が
、
嫁
不
足

と
嘆
い
て
い
る
町
に
は

「
ロ
マ
ソ
」
を

「
夢
」
を
語
れ
る
男
性
が
い
な
い
か
ら
だ

と
指
摘
し
ま
し
た
。
石
坂
洋
次
郎
の
世

界
に
育
っ
た
私
た
ち
の
年
代
と
比
較
す

る
と
、
単
に
セ
ッ
ク
ス
の
対
象
と
し
て

考
え

て
い
る
若
者
が
多
い
時
代
に
な
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
す
る
の

で
あ
り
ま
す
。
深
夜
番
組
等
を
見
て
い

る
と
ご
両
親
は
ど
ん
な
思
い
で
子
育
て

に
励
ん
だ
の
で
し
ょ
う
か
。

会
員
の
花
嫁
問
題
、

ロ
マ
ン
を
語
れ
な
い

「
す
ご
い
」
と
か
「
大
事
」
と
い

う
意
味
で

あ
る
こ

と
か
ら
「
素
人
が
素
人
ら

し
く

す
る
」
こ
と
が
、
が
い
な
に
通
じ
る
と

し
て
、
八
月
十
四
日
、
十
五
日
の
二
日

間
に
わ
た
る
イ
ベ
ソ
ト
で
、
海
岸
に
手

作
り
の
会
場
を
設
け
、
集
落
全
体
に
呼

び
か
け
、
一
日
目
に
は
昔
懐
か
し
い
食

べ
物
の
食
べ
放
題
等
、
二
日
目
に
は
、

魚
の
つ
か
み
ど
り
大
会
等
を
実
施
し
ま

し
た
。
イ
ベ
ソ

ト
の
た

め
に
用
意
し
た

景
品
、
魚
等
は
漁
師
さ
ん

や
会
員
の
人

達
が
ま
つ
り
の
た
め
に
一
週
間
前
か
ら

準
備
し
て
い
た
も
の
で
す
。
若
者
の
結

集
と
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
大
き
さ
に
は
驚
か

さ
れ
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、
や
れ
ば
で

き
る
の
典
型
的
な
見
本
だ
っ
た
の
で
す
。

仕
事
を
通
し
て
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

二
十
八
年
の
勤
務
の
中
で

心
に
残
っ

た
エ
ピ

ソ
ー
ド
は
、
在
京
の
テ
レ
ビ
局

に
三
崎
町
の
紹
介
番
組
の
た
め
町
内
の

面
白
人
間
を
連
れ
て
出
か
け
た
と
き
の

こ
と
で
す
。
こ
の
番
組
を
見
て
い
た
町

内
出
身
者
か

ら
の
反
響
が
あ
り
「
古
里

へ
の
思
い
は
誰
も
が
抱
い
て
い
る
」
そ

の
大
き
さ
は
遠
く
に
あ
れ
ば
あ
る
程
大

ぎ
な
思
い
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
ま
し

た
。
こ
の
経
緯
を
ふ
ま
え
、
田
舎
に
住
む

も
の
は
年
に
一
度
は
必
ず
上
京
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
東
京
に
住
む
こ
と
よ

り
、
訪
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
情
報
を
つ

か
み
、
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
判
断
し
て
田

舎
孝
行
に
生
か
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
成
人
式
を
迎
え
る
皆
さ
ん
、

こ
れ
だ
け
は
考
え
て
欲
し
い
と
思
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
「
自
由
の

き
ま
り
」
を
守
っ
て
欲
し
い
こ
と
で
す
。

最
近
の
新
聞
、
テ
レ
ビ
等
で
知
ら
さ

れ
て
い
る
情
報
の
中
に
は
「
い
じ
め
」

「
人
権
尊
重
」
「
夫
婦
別
姓
」
等
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
を
主
題
と
し
た
事
件
が
多
い
よ
う

で
す
。
「
自
由
と
人
権
尊
重
」
が
叫
ば
れ

て
い
ま
す
。

自
由
を
主
張
す
る
前
に
秩
序
、
ル
ー

ル
を
し

っ
か
り
認
識
し
、
人
間
ら
し
く

生
ぎ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

若
者
よ
提
言
せ
よ

も
う
ひ
と
つ
の
お
願
い
は
「
若
者
よ

提
言
せ
よ
」
で
す
。

社
会
と
か
か
わ
っ
て
生
き
て
い
る
限

成
人
者
に
お
願
い

家
族
の
大
切
さ

福
祉
は
生
産
か
ら

り
こ
の
言
葉
を
実
行
し
て
欲
し
い
と
思

い
ま
す
。
す
な
わ
ち
「
何
が
し
た
い
の

か
。
何
を
す
べ
ぎ
な
の
か
」
を
提
言
し

て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
「
話
す
」
こ
と
、

「
言
葉
」
こ
そ
私
た
ち
人
間
の
宝
物
で
す
。

三
点
目
は
「
継
続
」
す
な
わ
ち
続
け
る

こ
と
で
す
。

ど
ん
な
些
細
な
こ
と
で
も
、
続
け
る

こ
と
は
伝
統
の
証
し
と
な
り
、
文
化
へ

と
発
展
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

例
を
あ
げ
る
と
ま
ち
づ
く
り
の
関
係

で
「
花
づ
く
り
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
先

程
の
阿
弥
陀
池
の
側
の
土
地
を
借
り
て

切
り
花
に
で
き
る
花
を
植
え
、
近
所
の

お
ば
ち
ゃ
ん
衆
と
共
に
世
話
を
し
、
近

所
に
花
を
配
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
て
花
を
配

っ
た
成
果
が
、
ま
つ

り
の
料
理
の
手
伝
い
と
な
っ
て
返
っ
て

く
る
の
で
す
。
こ
れ
こ
そ
「
継
続
は
カ

な
り
」
で
波
及
効
果
抜
群
の
一
例
だ
と

自
負
し
て
い
ま
す
。

最
後
の
お
願
い
に
な
り
ま
す
が
、

「
家
族
の
愛
」
の
大
切
さ
で
す
。

福
祉
施
設
建
設
の
前
に
集
落
全
体
が

福
祉
施
設
で
あ
る
よ
う
な
「
ま
ち
づ
く

り
」
を

し
な
け
れ
ば
人
間
の
幸
せ
は
つ

か
め
な
い
と
惑
じ
ま
し
た
。
家
族

の
大

切
な
も
の
は
「
絆
」
、
そ
れ
は
「
愛
と
生

産
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
」
も
の
だ
と
断

言
し
ま
す
。

特
に
第
一
次
産
業
を
主
幹
と
す
る
町

は
、
生
産
の
向
上
に
施
策
を
巡
ら
せ
な

継
続
は
力
な
り

け
れ
ば
「
確
か
な
ま
ち
づ
く
り
」
は
で
き

な
い
と
思
い
ま
す
。
福
祉
は
生
産
な
く

し
て
語
れ
な
い
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ

諸
国
の

福
祉
政
策
が
行
き
詰
ま
っ
て
い
る
と
新

聞
に
報
道
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
は
生
産
の
部
分
が
お
ざ
な
り
に

な
っ
て
い
た
こ
と
の
証
し
だ
と
思
い
ま

す
。以

上
の
こ
と
が
私
の
本
日
の
独
り
言

で
す
。
田
舎
孝
行
に
励
も
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
そ
の
た
め
に
は
、
続
け
る

カ
「
継
続
」
と
汗
を
か
く
こ
と
「
感
動
」
こ

れ
ら
は
我
々
人
間
し
か
成
し
得
な
い
文

化
の
証
し
だ
と
自
分
流
に
創
造
し
て
頑

張

っ
て
い
く
次
第
で
す
。
集
落
づ
く
り
、

町
づ
く
り
に
「
文
化
」
の

二
文
字
な
く
し

て
人
間
が
か
か
わ
る
こ
と
は
な
い
と
思

い
ま
す
。
そ
の
文
化
づ
く
り
は
、
人
生

の
勉
強
の
毎
日
だ
と
思
い
ま
す
が
、
勉

強
の
嫌
い
な
人
は
楽
し
く
遊
ん
で
下
さ

い
。
そ
う
し
て
、
そ
の
遊
び
は
友
達
と

遊
ん
で
下
さ
い
。
友
達
と
仲
間
と
遊
ぶ

こ
と
は
何
か
が
お
こ
る
は
ず
で
す
。
そ

の
意
味
か
ら
も
若
者
な
ら
や
れ
る
、
急

ぐ
こ
と
は
な
い
年
代
で
あ
っ
て
も
「
夢
」

を
も
っ
て
、
頭
を
活
性
化
さ
せ
、
来
る

べ
き
二
十
一

世
紀
を
に
な
っ
て
下
さ
い
。

そ
れ
に
し
て
も
今
日
集
ま
っ
て
い
る

皆
さ
ん
は
、
男
性
も
女
性
も
そ
れ
ぞ
れ

「
ロ
マ
ソ

」
す
な
わ
ち
「
夢
」
を
語
れ
る
異

性
を
最
後
に
は
選
ぶ
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
古
里
孝

行
を
し
、
肱
川
町
を
愛
し
続
け
て
下
さ

、
o
し
ご
静
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

集
落
づ
く
り
は
文
化
で
す
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第
十
五
回
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大

会
と
第
十
六
回
駅
伝
大
会
を
一

月
二
十
一
日
（
日
）
、
肱
川
中
学

校
グ
ラ
ソ
ド
で
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
先
週
と
は
う
っ
て
変

わ
り
肌
寒
い
一
日
と
な
り
ま
し

た
が
、
駅
伝
大
会
は
二
十
七
チ
ー

ム
、
健
康
マ
ラ
ソ
ソ
に
は
約
二

百
三
十
六
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

駅
伝
の
コ
ー
ス
は
例
年
ど
お
り

で
す
が
、
一
区
の
距
離
を
短
く

し
、
一
区
と
二
区
の
中
継
点
を

‘
移
動
し
ま
し
た
。
ま
た
、
マ
ラ

ソ
ソ
大
会
も
七
km
コ
ー
ス
を
止

め
、
一
・
ニ
・
四
km
の
三
つ
の

コ
ー
ス
と
し
ま
し
た
。

駅
伝
二
十
七
チ
ー
ム
の
第
一

区
選
手
は
森
助
役
の
ス
タ
ー
ト
の
合
図

と
と
も
に

一
団
と
な
っ
て
出
発
し
ま
し

た
。
ま
た
、
健
康
マ
ラ
ソ
ン
は
、
み
ん

な
自
分
の
思
い
思
い
の
ペ
ー
ス
で
走
っ

て
お
ら
れ
ま
し
た
。
子
供
さ
ん
や
お
孫

さ
ん
と
一
緒
の
参
加
の
方
も
多
く
、
大

人
の
方
が
子
供
に
引
っ
張
ら
れ
て
い
る

光
景
も
み
ら
れ
ま
し
た
。
選
手
た
ち
は

沿
道
の
「
頑
張
っ
て
」
と
い
う
声
援
を
受

げ
、
風
の
よ
う
に
駆
け
て
行
き
ま
し
た
。

帰
っ
て
来
た
選
手
の
人
に
は
温
か
い

し
ょ
う
が
湯
の
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
、
喉

を
う
る
お
し
て
い
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一

ヽ

タスキを受けてリレー 駅伝チームスタート

第 15回健康マラソン大会
4kmの部

小学生の部（男子）

1位 黒田貞夫

中学生の部（男子）

1位 畑山信仁

高校生の部（女子）

1位 三浦美保

小学生の部（女子）

1位 黒田早苗

中学生の部（女子）

1位 曽根聖子

一般の部（男子）

1位 村本知織 健康マラソン

第 16回肱川駅伝大 会
総合順位

男 子 の 部 女 子 の 部 般 の 部

1 位 肱中野球 A( 54分22秒） 肱中テニス A (1時間08分16秒） 内子アリラソ（ 59分57秒）

2 位 肱中野球 B( 57分23秒） 肱中バレー B (1時間08分44秒） 消防川上支署 (1時間02分03秒）

3 位 肱中テニス A (1時間00分18秒） 肱中テニス B (1時間09分46秒） 小学校教員A (1時間06分01秒）

区 問 賞

男 子 の 部 女 子 の 部 般 の 部

1 区 前田壮志朗（肱中卓球） 森 あすか（肱中テニスA) 宮崎 正規（大 谷）

2 区 松下 修司（肱中野球A) 冨永加寿子（肱中テニスB) 芝田 徳男（内子アリラソ）

3 区 冨永 優（肱中野球A) 9畠,氷、 早苗（肱中バレーA) 星野 進（内子アリラソ）

4 区 亀岡 誠（肱中野球A) 三瀬 尚子（肱中バレーB) 沖田 敏広（正 山）

5 区 岩田 耕司（肱中野球A) 山口 弥生（肱中テニスA) 福岡 俊博（消防川上支署）

6 区 櫻田 勇紀（肱中野球A) 谷本 優子（肱中バレーB) 中野 道博（内子アリラン）
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民
衆
の
歴
史
（
中
）

武
器
を
取
り
上
げ
ら
れ
た
民
衆

天
下
統
一
を
ね
ら
う
織
田
信
長
は
、

東
海
か
ら
近
畿
、
北
陸
、
中
国
へ
と
勢

力
を
の
ば
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
支
配

に
抵
抗
し
た
強
大
な
民
衆
軍
が
一
向
門

徒
衆
で
し
た
。
一
揆
は
石
山
本
願
寺
を

始
め
、
伊
勢
長
島
、
越
前
府
中
、
安
芸
、

備
後
、
越
中
、
加
賀
、
飛
騨
、
紀
伊
の

雑
賀
衆
、
和
泉
・
河
内
•
紀
伊
の
根
来

衆
、
讃
岐
・
伊
予
の
水
軍
な
ど
極
め
て

広
範
囲
で
、
信
長
は
た
い
へ
ん
苦
戦
し

ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
一
向
一
揆
に
対

し
て
は
、
「
皆
殺
し
」
の
作
戦
を
と
り
ま

し
た
。
―
つ
の
国
で
二
万
人
、
三
万
人

と
、
男
女
老
若
の
別
な
く
門
徒
の
人
達

を
殺
し
ま
し
た
。
後
を
引
ぎ
継
い
だ
秀

吉
も
、
同
じ
よ
う
に
悩
ま
さ
れ
た
の
で
、

信
長
と
同
じ
方
針
で
臨
み
、
一
向
一
揆

を
押
さ
え
つ
け
、
同
時
に
戦
国
大
名
を

打
ち
破
っ
て
天
下
を
我
が
も
の
に
し
た

の
で
す
。

天
下
を
統
一
し
た
秀
吉
は
、
年
貢
を

取
り
立
て
や
す
い
よ
う
に
、
田
畑
の
善

し
悪
し
や
広
さ
、
収
穫
高
を
調
べ
る
き

び
し
い
「
検
地
」
を
、
大
名
に
さ
せ
ま
し

た
。
農
民
た
ち
は
、
検
地
さ
れ
た
土
地

に
縛
り
つ
け
ら
れ
、
年
貢
を
納
め
た
り
、

工
事
な
ど
の
強
制
労
働
を
義
務
づ
け
ら

れ
た
の
で
す
。

検
地
で
、
土
地
を
け
ず
ら
れ
た
り
失
っ

た
り
す
る
有
力
農
民
や
地
方
武
士
、
寺

社
は
当
然
こ
の
検
地
に
大
反
対
で
し
た

し
、
大
名
の
き
び
し
い
支
配
に
も
反
抗

し
ま
し
た
。
土
地
を
す
て
て
逃
げ
出
し

た
り
、
一
揆
を
起
こ
し
た
の
で
す
が
、

戦
乱
で
鍛
え
ら
れ
た
秀
吉
軍
に
制
圧
さ

れ
ま
し
た
。

秀
吉
は
、
も
と
も
と
、
農
民
出
で
あ

り
自
分
が
成
り
上
が
っ
て
い
っ
た
こ
と

か
ら
考
え
て
、
民
衆
の
団
結
や
一
揆
を

た
い
へ
ん
恐
れ
て
い
た
の
で
、
「
刀
狩

り
」
を
行
い
、
武
器
を
取
り
上
げ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
そ
の
上
、
「
身
分
令
」
を

出
し
て
、
農
民
が
田
畑
を
離
れ
て
商
工

業
者
に
な
っ
た
り
、
武
士
が
農
民
や
商

工
業
者
に
な
る
こ
と
を
禁
止
し
ま
し
た
。

ま
た
、
各
地
に
城
下
町
を
作
り
な
が
ら
、

武
士
と
商
工
業
者
を
城
下
町
に
集
め
、

農
民
に
は
農
村
か
ら
離
れ
る
こ
と
が
で

き
な
い
よ
う
な
し
く
み
に
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
武
士
、
百
姓
、

商
工
業
者
と
い
う
身
分
を
作
っ
て
い
き

ま
し
た
。
城
下
町
で
も
、
寺
を
集
め
た

寺
町
と
か
、
鍛
冶
屋
町
、
紺
屋
町
な
ど
、

職
業
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
た
場
所
に
住

ま
わ
さ
れ
ま
し
た
。

「
身
分
令
」
の
一
部
（
口
語
訳
）

一
、
武
士
で
新
し
く
農
民
や
町
民
に
な
っ

た
者
を
調
べ
て
追
放
せ
よ
。
か
く
し

て
お
け
ば
、
そ
の
町
村
の
者
み
な
を

罰
す
る
。

二
、
百
姓
が
田
畑
を
捨
て
、
商
人
や
職

人
に
な
る
者
が
い
れ
ば
、
本
人
も
村

中
の
者
も
罰
す
る
。

一
五
九
一
年
八
月
ニ
―
日
（
続
）

伝
統
行
事
を
伝
え
よ
う

節
分
は
立
春
の
日
の
前
日
で
す
。
立

春
は
太
陽
の
位
置
に
よ
っ

て
決
め
ら
れ

る
の
で
太
陽
暦
と
大
陰
暦
が
一
致
す
る

日
で
す
。
農
家
で
は
タ
ラ
の
木
を
切
っ

て
ぎ
て
、
玄
関
や
い
ろ
り
の
上
に
置
ぎ

厄
払
い
を
し
ま
し
た
。
文
献
で
は
室
町

時
代
の
頃
に
み
ら
れ
ま
す
。
豆
ま
き
も

こ
の
頃
す
で
に
行
な
わ
れ
て
い
た
よ
う

で
す
。
町
内
で
は
明
治
始
め
の
頃
の
文

献
に
豆
ま
き
を
し
た
記
録
が
残
っ
て
い

ま
す
。
豆
で
年
う
ら
な
い
も
行
わ
れ
て

い
た
よ
う
で
す
。

ま
た
、
節
分
の
夜
に
は
「
鬼
や
ら
い
」

の
行
事
も
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

煎
っ
た
豆
を
「
鬼
は
外
、
福
は
内
」

上
鹿
野
川
の
ど
ん
ど

焼
き
が
一
月
七
日
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
子
供
が

中
心
と
な
り
、
家
々
の

し
め
飾
り
を
集
め
て
河

辺
橋
近
く
の
河
原
で
燃

や
し
、
無
病
息
災
を
願
っ

て
い
ま
し
た
。
町
内
で

と
ん
ど
焼
き
が
残
っ
て

い
る
の
は
、
上
鹿
野
川

だ
け
で
は
な
い
で
し
ょ

、。

ぅ
カ

と
い
っ
て
ま
き
ま
し
た
。
穀
物
に
は
穀

霊
が
宿
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
厄
払
い

の
た
め
に
ま
い
た
も
の
で
す
。
す
な
わ

ち
こ
れ
が
現
在
の
豆
ま
き
の
始
ま
り
と

思
わ
れ
ま
す
。
瀕
氏
物
語
の
中
に
、
上

棟
式
の
散
餅
も
悪
魔
払
い
の
―
つ
で
あ

る
と
い
う
記
述
が
あ
り
ま
す
。
先
程
の

豆
を
自
分
の
年
の
数
だ
け
食
べ
る
こ
と

も
全
国
的
に
広
が
り
、
こ
れ
が
厄
払
い

の
―
つ
に
な
り
ま
し
た
。

ど
う
で
し
た
か
。
こ
れ
ら
が
現
在
の

節
分
、
豆
ま
き
の
ル
ー
ツ
で
す
。
今
後

ど
の
よ
う
な
形
で
後
世
に
受
け
継
が
れ

て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。

源
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一

▲

自

分

が

子

ど

も

の

頃

に

家

庭
で
ど
ん
な
こ
と
を
言
わ
れ

"

て

育

っ

た

か

と

思

う

と

「

他

~
人
の
物
を
盗
っ
た
り
傷
を
つ

げ
る
よ
う
な
こ
と
を
す
る
な
、

"

家

に

は

居

ら

さ

ん

ぜ

」

と

何

~
回
も
聞
い
た
し
、
祖
母
は
、

~
火
の
用
心
と
し
て
「
ド
ロ
棒

は
一
貫
し
か
盗
っ
て
行
か
ん

i

が
火
事
は
角
石
ま
で
焼
い
て
い
く
ん
ぞ
」

~
な
ど
数
々
の
安
全
教
育
を
繰
り
返
し
た
。

そ
し
て
、
そ
れ
が
大
人
に
な
っ
て
も

~
体
に
浸
み
て
い
る
。
▲
い
ま
、
い
じ
め

~
に
よ
っ
て
若
い
命
が
失
わ
れ
る
を
聞
く

~
こ
と
は
ほ
ん
と
う
に
悲
し
い
。
よ
く
学

~
校
の
責
任
を
問
わ
れ
る
が
、
子
ど
も
を

~
あ
ず
か
っ
て
い
る
以
上
、
そ
れ
も
当
然

~
で
あ
る
。
▲
と
こ
ろ
で
教
育
は
、
学
校

~
と
家
庭
と
地
域
社
会
が
機
能
し
あ
っ
て

~
は
じ
め
て
成
就
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

i

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
社
会
全
体
の
責

~
任
も
あ
る
が
、
家
庭
は
果
し
て
ど
の
程

~
度
こ
の
問
題
に
か
か
わ
っ
て
貰
っ
て
い

~
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
自
分
の
子
が
学
校

i

や
学
校
の
外
で
ど
ん
な
生
活
を
し
て
い

~
る
の
か
、
し
っ
か
り
観
察
し
て
い
た
だ

~
き
た
い
も
の
で
あ
る
。
い
じ
め
て
い
な

~
い
か
、
引
き
込
ま
れ
て
い
な
い
か
、
い

~
じ
め
ら
れ
て
い
な
い
か
、
責
任
を
も
っ

~
て
見
抜
い
て
貰
い
た
い
。
▲
ま
た
、
冒

~
頭
に
書
い
た
よ
う
に
、
茶
の
間
で
小
さ

＂
い
と
き
か
ら
、
心
を
込
め
た
心
配
と
育

~
み
の
繰
り
返
し
が
な
い
と
す
れ
ば
、
家

~
庭
は
何
の
役
割
も
果
た
し
て
い
な
い
と

~
い
わ
ざ
る
を
得
ず
、
他
人
を
責
め
る
資

~
格
は
な
い
。

一

［ーファインダー履釧
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英語割をみませんか
内子町国際交流協会では、英語劇

「眠れる森の美女」を上演します。国際

感覚を身につけようと努力している同

じ仲間として鑑賞しに行ぎませんか。

0日

0場

時

所

0入場料

平成8年3月3日（日）
午後3時より

内子町 「内子座」

大人 1. 000円

中 ・高校生 500円

公民館に前売券があります。

なお、当巳券（大人1,200円、中 ・

高校生600円）もあります。

「眠
れ
る
美
女
」
の
H
を
覚
ま
す

世
界
中
ど
の
国
に
も
色
々
な
民
話

や
お
と
ぎ
話
が
あ
り
ま
す
。
肱
川
英

語
教
室
で
も
昨
年
十
一
月
に
、
こ
の

種
の
物
語
の
い
く
つ
か
を
舞
台
で
上

演
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
日
本
の
「
古

事
記
」
と
肱
川
の
伝
説
に
も
と
づ
い

た
話
で
し
た
。

ド
イ
ツ
や
イ
ギ
リ
ス
は
じ
め
ョ
ー

ロ
ッ
パ
に
も
こ
の
よ
う
な
お
話
は
沢

山
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
「
シ
ソ
デ
レ

ラ
」
、
「
白
雪
姫
」
、
「
七
人
の
小
人
」
、

「
美
女
と
野
獣
」
、
「
長
靴
を
は
い
た

猫
」
な
ど
は
お
そ
ら
く
誰
で
も
が
よ

く
知
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。

そ
の
中
で
も
「
眠
れ
る
森
の
美
女
」

は
も
っ
と
も
好
ま
れ
る
美
し
い
物
語

の
―
つ
で
す
。
ロ
シ
ア
の
作
曲
家
、

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
は
、
こ
の
話
に

曲
を
つ
け
バ
レ
ー
音
楽
を
つ
く
り
、

ハ
ロ
ー
ミ
ス
タ
ー
バ
ン
ト
ッ
ク
で
す

⑫

ウ
ォ
ル
ト

・
デ
ィ
ズ
ニ
ー
は
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ソ
映
画
を
作
製
し
ま
し
た
。
内

容
は
、
魔
女
が
美
し
い
お
姫
さ
ま
に

呪
い
を
か
け
、
は
さ
み
で
指
を
切
っ

て
百
年
問
の
長
い
眠
り
に
つ
き
、
お

姫
さ
ま
が
目
覚
め
る
た
め
に
は
、
ハ

ソ
サ
ム
な
王
子
さ
ま
が
あ
ら
わ
れ
て

彼
女
の
手
に
キ
ス
を
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
が
実
現

し
王
子
様
と
お
姫
さ
ま
は
結
婚
し
幸

福
に
暮
ら
す
と
い
う
物
語
で
す
。

も
し
こ
の
お
話
を
、
美
し
い
コ
ス

チ
ュ
ー
ム
や
、
照
明
、
音
楽
つ
き
の

舞
台
で
ご
覧
に
な
り
た
い
人
は
三
月

三
日
、
午
後
三
時
に
内
子
座
に
お
い

で
下
さ
い
。
そ
う
す
れ
ば
お
姫
さ
ま

が
ど
の
よ
う
に
し
て
眠
り
、
再
び
目

を
覚
ま
す
か
、
と
っ
く
り
と
ご
覧
に

な
れ
ま
す
。

．

ギ
ャ
ビ
ン

・
バ
ソ
ト
ッ
ク

京
子

・
バ
ソ
ト
ッ
ク
邦
訳

伝…翌購入図書の紹介--

0犠 牲

0人間の本性

0人工の華

0喜多川歌麿展図録

0けん玉スポーツ教室

0能登 ・金沢30秒の逆転

0影の兄弟

0わたしは誰、

柳田 邦男

黒瀬舜次郎

三浦

浅野

藤原

深谷

朱門

秀剛

一生

忠記

マイケル ・バー＝ゾウハー

0今度こそやせるダンベル・ダイエット

鈴木正成

どこから来たの

ルーカ＆フランチェスコ

カヴァーリ＝スフォルツァ

0あなたに聞いてほしい戦争を伝える本

山本典子

文化協会文化芸能発表会

「ドラゴン・タンゴ」
●日時

平成8年 3月24日（日）

午前10時から午後3時30分

●場所

風の博物館多目的ホール

●内容

町内の大正琴や踊り等のグループの発表

世界各地で音の出る彫刻を発表しているカナダ

人夫妻による作品展示、演奏。演奏後は作品に

触れることができます。

●入場料 無

※ぜひ、

（音の出る彫刻）

料

おこしください。

三
月
二

十
四
日
（
日
）

午
前
十
時
よ
り
風
の
博
物
館

●
明
老
大
学

●
文
化
協
会
文
化
芸
能
発
表
会

「
ド
ラ
ゴ
ン
・
タ
ン
ゴ
」

作
品
展
示
・
演
奏

＿
―
-
月
十
四
日
（
木
）

午
前
九
時
よ

り

肱
川
町
公
民
館

⑮ R
 

⑥
 
＠ 

公民館では、町民のみなさんの趣味の作品の展示を行っ

ています。個人でもサークルでも結構です。また、作品の

大小は問いません。展示期間も、飾り付けも出展者の方の

ご要望を生かしていきたいと思います。公民館はみなさん

の交流の場です。 どんどん活用してください。

作品をお待ちしております。
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●平成8年肱川町内の成人者は？

47人。 (S50. 4. 2----..., S 51. 4. 1生）

●肱川町の成人式には何人参加したの？

33人が参加した。

●成人者で町内に住んでいる人は何人？

19人です。

•その内で町内で働いている人は？
9人です。

•その内で青年団員は？
5人です。

〇皆さん青年団に入って下さいQ

像園鵬

青年団だより

成 人 の 日 特 集

今
月
は
、
成
人
式
特
集
で
す
。
橋
本

典
子
さ
ん
（
市
之
畦
）
に
は
、
成
人
者
の

主
張
。
安
川
美
紀
さ
ん
（
協
生
）
に
は
、

カ
ワ
イ
イ
愛
車
の
紹
介
を
し
て
も
ら
い

ま
す
。
町
内
の
皆
さ
ん
、
必
読
す
る
べ

し。
こ
の
度
成
人
式
を
迎
え
、
恥
ず
か
し

な
が
ら
大
人
の
仲
問
入
り
を
し
た
橋
本

で
す
。
成
人
者
を
代
表
し
て
何
か
書
い

て
く
れ
な
い
か
と
言
わ
れ
、
「
別
に
い

い
で
す
よ
。
」
な
ん
て
引
き
受
け
た
も

s
 
u
 

橋本 典子

の
の
、
さ
て
何
を
書
こ
う
か
と
悩
ん
だ

末
、
肱
川
で
二
十
年
間
育
っ
た
こ
と
に

つ
い
て
書
こ
う
と
思
い
ま
す
。

「
私
は
肱
川
が
好
き
で
す
。
」
カ
ラ
オ

ケ

B
o
xや
シ
ャ
レ
た
店
は
な
い
け
れ

ど
私
は
山
に
囲
ま
れ
た
素
朴
な
こ
の
町

が
好
き
で
す
。

高
校
を
卒
業
し
て
肱
川
に
残
っ
た
の

も
そ
ん
な
思
い
が
あ
っ
た
か
ら
で
し
た
。

だ
か
ら
こ
ん
な
私
で
も
少
し
で
も
肱
川

の
為
に
力
に
な
れ
た
ら
と
思
い
、
青
年

団
に
入
り
、
未
熟
な
が
ら
先
輩
方
の
手

と
な
り
足
と
な
っ
て
影
な
が
ら
青
年
団

の
一
員
と
し
て
活
動
し
て
来
ま
し
た
。

青
年
団
に
入
り
三
年
目
に
な
り
ま
し

た
が
、
年
々
団
員
が
減
り
入
団
す
る
若

者
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
私
の
様

に
、
肱
川
が
好
き
で
自
宅
か
ら
仕
事
へ

通
っ
て
い
る
人
も
少
な
く
は
な
い
は
ず
。

．．
 

な
の
に
な
ぜ
青
年
団
に
入
団
し
な
い
の

。

力
：
・
・
:

た
し
か
に
、
休
み
の
日
に
着
飾
っ
て

遊
び
に
出
る
同
年
代
の
人
達
を
横
目
に
、

私
は
ジ
ャ
—
ジ
を
着
て
奉
仕
活
動
や
行

事
の
準
備
を
し
て
い
ま
す
。
当
然
、
若

者
の
目
に
は
カ
ッ
コ
よ
く
は
映
ら
な
い

で
し
ょ
う
。
ダ
サ
イ
、
つ
ま
ん
な
い
、

そ
う
思
っ
て
い
る
若
者
達
！
君
達
は
肱

．
．
．
．
．
．
．
 

川
の
為
に
何
か
し
た
の
？
い
つ
も
し
て

．．．．． 

も
ら
っ
て
る
だ
け
じ
ゃ
な
い
の
？

令
か
ら
で
も
遅
<Aあ
り
ま
せ
ん
。
自

分
達
の
町
を
盛
り
上
げ
る
為
に
、
将
来

の
自
分
の
為
に
青
年
団
に
入
っ
て
一
緒

に
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
肱
川
に
熱

い
風
を
お
こ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

結婚おめでと
青年団から 2人仲良くゴー）レイン

されました。

う

•2 月 18日（日）

泉忠幸さん0曽根こずえさん
◇
 

◎

編

集

あ

と

ば

な

し

◇

)

「
寒
い
！
寒
い
！
」
と
言
っ
て
し
ま
う
季

節
も
、
あ
と
も
う
少
し
と
な
っ
て
き
ま

し
た
。
ど
こ
か
で
は
春
が
貝
え
な
い
と

こ
ろ
で
や
っ
て
き
て
い
ま
す
。

令
月
I
A
S
U
K
A
ー
は
成
人
式
を

テ
ー
マ
に
令
の
若
者
の
考
え
を
、
バ
シ
ッ

と
書
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

A
S
U
K
A
,
S
マ
シ
ー
ン
も
令
月

は
成
人
者
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

次
の
マ
シ
ー
ン
は
肱
川
の
若
者
、
そ

う
、
あ
な
た
の
所
へ
突
撃
レ
ポ
ー
ト
に

行
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。

ASUKA,S 
Mac..,,． 

私の愛車、ニッサンのマーチ

を紹介します。マーチを選んだ

理由は、形がかわいいし、見た

目より車内がゆったりしている

所かな・。色もメタリックプルー

と、落ち付いた色を選びました。

内装は、シートカバーを変えた

大事にのって下さいネ。鍮

のと、ダッシコポードの上に

小さなぬいぐるみ、そして、

後ろには造花を置いて、女の

子っぽい感じの車にアレンジ

してみました。マーチと付き

合い始めて約2年 ・・。これか

らもマーチをぐずらす事のな

いよう、大切に乗って行きた

いと思ってます。



＠。毯。領） ⑮炒⑮営 靡瞬 (18)

3
 
月 の 行 事 予 定
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肱川町防災の日

防火パレード

行政相談

心配ごと相談

民生委員会

町議会定例会

明老大学

農業委員会
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3月の日曜・祝日当直医

日 当 直 医 電 話

3 日 佐（々五木整十形崎医） 院 43-0101 

（日） 清家（ 産東婦大人科洲医） 院 24-6868 

1 0 日 松本整形区医） 院 44- 5533 
（内子町 17 

（日） 泉
（ 内東 門 医 院 24-6407 

洲）

1 7 日 西自 札艮 医 院 44-2801 
（内子町 14 区）

（日） 松元（産中婦人村科医） 院 24-3067 

2 0 日 芳（我内 外科医院 44-2560 
子町 20区）

（水）
石川若内科医院 24-3306 （春分の日） （宮）

24日 堀 J 11 医 院 43- 0555 
（内子町 20区）

（日） /Jヽ ）II 整形医院 23-5596 
（＝  の 丸）

3 1 日 宝 来 医 院 44-2248 
（内子町 5 区）

（日） 中塚 内科医院 24-0606 
（西 大 渕i)

※変更になる場合がありますので、前もって連絡してか

らお出かけください。

16 

21 

24 

25 

28 

28 

31 

上
鹿
野
川
山
本
ス
ガ
ヲ
さ
ん
(86
歳

中

津

大

野

明

さ

ん

(67
歳

肱川中学校卒業式

定例部落長会

文化芸能発表会（風の博物館）

町内各小学校卒業式（幼稚園）

鹿野川湖大橋竣工式

税金等出張受入れ

しゃくなげまつり開幕式

.
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贔
ァ

山
田

里
美
さ
ん
（
大
洲
市
）

福
嶋
真
喜
男
さ
ん
（
肱
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町
道
野
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お
し
お
わ
せ
に
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み

な

み

中
塚
美
波
ち
ゃ
ん
（
久
保
）

ま

な

え

岩
田
愛
永
ち
ゃ
ん
（
下
鹿
野
川
）

山
下
雅
貴
ち
ゃ
ん
（
瓜
生
谷
）

ま

さ

き

山
本
正
基
ち
ゃ
ん
（
嘉
城
）

救 急 病 院

曜 日 病 院 名
苧

＇ 

毛 話

月・火
市立大洲病院

＇ 
（大洲市西大洲）

24-2151 

水
加 戸 病 院

（大洲市若宮）
24-5101 

木・金
大洲中央病院

（大洲市東大洲）
24-4551 

ロ

国

澗

3
月
27
日
（
水
）
一保
健
セ
ン
タ
ー
午

1

5
臼
幻

日

程

場

◎
乳
幼
児
健
康
診
査

回
。
日

相

談

日

大洲商工会議所

3
月
6
日
（
水
）

ロ
町
商
工
会

場

所

◎
社
会
保
険
出
張
相
談

相

談

日

▽

場

所

▽

時

間

午
後
1
時
30
分

ー

4
時
3
0
分

肱
川
町
公
民
館

二
階
青
年
室

◎
心
配
ご
と
相
談

'
口
[
国

:
m

担

当

相

談

員

ロ
桂
[

◎
行
政
相
談

▽

日

時

3
月
5
日
（
火
）

午
後
1
時
30
分

t
4時
30
分

▽

場

所

肱

川

町

公

民

館

二
階
青
年
室

▽

相

談

員

福

田

保

委

員

※
自
宅
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

6
-
――四
ーl
二
五

0
八

◎

3
月
の
不
燃
物
収
集

▽
収
集
日

3
月
15
日
（
金
）
か
ら

（
出
す
の
は

3
月
14
日
中
に
）

▽
収
集
地
区

小
畑
井
・
萩
野
尾
・
汗
生
・
小
藪
・

大
和
・
肱
栄
・
中
野
（
篠
谷
を
除
く
）
．

大
谷
・
鹿
野
川

◎
不
用
犬
の
引
取
り

▽

日

時

3
月
12
日
（
火
）

午
前
9
時
ま
で
に

▽

場

所

保

健

セ

ソ

タ

ー

登
録
し
て
あ
る
犬
を
出
さ
れ
る
場

合
は
、
印
か
ん
・
鑑
札
・
予
防
注
射

済
票
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

所

時

澗

3
月
5
日
（
火
）
＿
保
健
セ
ン
タ
ー
＿
午
膚
119

呻
鍔

日

程

場

◎
そ
よ
風
の
会

ロ岡間

3
月
18
日
（
月
）
一
中
津
集
会
所
午
｀
午
10後
2
時

日

程

場

◎
健
康
つ
く
り
料
理
教
室

所

時

澗

3
月
14
日
（
木
）
＿
保
健
セ
ン
タ
ー
一
午
直
3

呻鍔

日

程

場

◎
リ
ハ
ビ
リ
教
室
所

時

間

3
月
認
日
（
水
）
＿保
健
セ
ソ
タ
ー
一午
濃
3

虹鍔

日

程

場

◎
元
気
印
教
室

所

時

3
月
6
日
（
水
）
＿
保
健
セ
ソ
タ
ー
一9
”
3
0
分
ー

日

程

場

間

◎
三
種
混
合
予
防
接
種

日

程

場

所

時

間

午

後

J

時

ー

1
時

30
分

3
月
12
日
（
火
）
保
健
セ
ン
タ
ー

◎
幼
児
教
室
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